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一

　

翟
門
生
石
床
は
、
呉
強
華
氏
（
深
圳
市
金
石
芸
術
博
物
館
）
の
所
蔵
に
掛
る
、

墓
門
、
石
闕
（
右
、
左
）、
石
床
、
石
枕
な
ど
か
ら
成
る
、
目
下
現
存
最
古
の
ソ

グ
ド
人
遺
趾
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
縁
あ
っ
て
そ
の
囲
屏
を
紹
介
し
、
そ
の

表
の
面
に
描
か
れ
た
孝
子
伝
図
を
解
説）（
（

、
ま
た
、
裏
面
に
描
か
れ
た
竹
林
七
賢
図

を
解
説
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た）（
（

。
さ
ら
に
ソ
グ
ド
人
と
し
て
の
翟
育
（
門
生
は

字
）
を
考
察
す
る
と
い
う
、
望
外
の
機
会
も
与
え
ら
れ
た）（
（

。
そ
し
て
、
昨
年
（
二

〇
二
二
年
）
八
月
、『
翟
門
生
的
世
界 

糸
綢
之
路
上
的
使
者
』
が
公
刊
さ
れ
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
の
全
貌
が
世
に
知
ら
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、
所
謂
ソ
グ
ド
学

　

翟
門
生
石
床
一
式
は
、
世
界
最
古
の
中
国
ソ
グ
ド
遺
趾
で
あ
り
、
そ
の
全

容
は
先
頃
、
呉
強
華
、
趙
超
氏
に
よ
る
『
翟
門
生
的
世
界 

糸
綢
之
路
上
的

使
者
』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
二
二
年
）
に
お
い
て
公
開
さ
れ
た
。
翟
門
生

石
床
の
図
像
中
に
散
見
す
る
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
的
要
素
を
め
ぐ
っ
て
は
、
拙

稿
「
翟
門
生
石
床
の
竹
林
七
賢
図
─
北
朝
に
お
け
る
七
賢
図
攷
─
」（『
文
明

を
つ
な
ぐ
も
の 

中
央
ア
ジ
ア
』〈
二
〇
二
二
年
秋
季
特
別
展
図
録
、M

IH
O

 

M
U

SE
U

M
, 

令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
〉
所
収
）
の
冒
頭
に
お
い
て
概
説

を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
が
、
例
え
ば
左
側
板
表
左
の
右
上
に
見
え
る
鶏
が
、

本
石
床
の
門
楣
に
も
見
え
る
な
ど
（
稲
垣
肇
氏
教
示
）、
そ
の
後
さ
ら
に
大

き
な
進
展
を
見
せ
る
。
小
稿
は
、
現
時
点
に
お
け
る
前
稿
の
追
加
報
告
で
あ

り
、
併
せ
て
、
中
国
ソ
グ
ド
図
像
の
基
礎
的
研
究
を
兼
ね
る
べ
く
、
極
め
て

稀
覯
に
属
す
る
ク
ー
ロ
ス
石
床
の
図
像
な
ど
の
紹
介
や
、
付
図
集
と
し
て
線

描
図
に
よ
る
中
国
ソ
グ
ド
図
像
の
集
成
（

（下）
に
予
定
）
を
試
み
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

 

翟
門
生
石
床
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
（
ア
ヴ
ェ
ス
タ
）、
中
国

ソ
グ
ド
図
像
、
鶏
（
拝
火
壇
）、
ク
ー
ロ
ス
石
床

翟
門
生
石
床
と
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教

（上）

─
中
国
ソ
グ
ド
図
像
の
基
礎
的
研
究

─

黒

田
　

彰

論
　
文

〔
抄
　
録
〕



翟
門
生
石
床
と
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教

（上）
（
黒
田　

彰
）

二

の
展
開
に
画
期
的
な
意
義
を
齎
す
も
の
で
あ
ろ
う）（
（

。

　

翟
門
生
は
、
東
魏
（
北
魏
は
五
三
五
年
に
東
西
に
分
裂
し
た
）
元
象
元
（
五
三

八
）
年
に
没
し
、
武
定
元
（
五
四
三
）
年
に
葬
ら
れ
た
（
墓
門
誌
）。
図
版
一
─

九
は
、
向
後
の
ソ
グ
ド
学
、
特
に
中
国
の
ソ
グ
ド
図
像
の
研
究
に
資
す
べ
く
、
翟

門
生
石
床
の
囲
屏
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
主
要
な
図
像
を
拓
本
に
よ
り
集
成
し
た

も
の
で
あ
る
。
図
版
一
は
、
そ
の
墓
門
の
拓
本
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る）（
（

。
墓
門
に

お
け
る
、
門
扉
の
閉
口
部
の
表
即
ち
、
両
扉
の
閉
口
部
表
（
右
扉
の
左
端
と
左
扉

の
右
端
）
に
、
二
行
ず
つ
計
四
行
に
亙
っ
て
、
墓
誌
の
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、

本
石
床
の
学
術
的
価
値
を
決
定
的
な
も
の
と
し
て
い
る
。
図
版
二
は
、
そ
の
墓
誌

部
分
の
上
下
を
三
分
割
し
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
行
数
を
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
小
文

字
で
続
く
順
序
を
示
し
た
も
の
で
あ
る）（
（

（
例
え
ば
、
（a
は
（b
、
（c
へ
続
き
、
（a
は

（b
、
（c
へ
と
続
く
）。
か
つ
て
原
石
の
写
真
に
よ
り
、
同
じ
形
式
で
墓
門
誌
を
掲

げ
た
こ
と
が
あ
り）（
（

、
図
版
二
は
そ
の
拓
本
版
と
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
、
墓
門
誌
釈

読
の
参
考
と
さ
れ
た
い）（
（

。
図
版
三
、
四
は
、
翟
門
生
石
床
の
右
、
左
の
石
闕
を
、

原
石
の
写
真
と
線
描
図
で
示
し
た
も
の
で
あ
る）（
（

。
図
版
五
は
、
翟
門
生
石
床
、
囲

屏
四
面
の
表
を
、
図
版
六
は
、
そ
の
裏
を
拓
本
に
よ
っ
て
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。

表
に
は
、
墓
主
夫
婦
像
、
馬
、
牛
の
他
、
孝
子
伝
図
（
董
黯
、
郭
巨
、
董
永
）
が

描
か
れ
、
裏
に
は
、
栄
啓
期
と
竹
林
七
賢
及
び
、
鬼
神
が
描
か
れ
て
い
る
。
今
、

そ
の
表
、
裏
の
内
容
を
概
念
図
と
し
て
示
せ
ば
、
図
一
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う）（1
（

。

図
版
七
は
、
翟
門
生
石
床
の
石
枕
を
、
図
版
八
は
、
そ
の
脚
部
（
前
脚
、
後
脚
）

を
、
図
版
九
は
、
そ
の
右
、
左
の
横
檔
を
、
そ
れ
ぞ
れ
拓
本
に
よ
っ
て
掲
げ
た
も

の
で
あ
る
。
以
上
の
翟
門
生
石
床
の
一
式
は
、
五
四
三
年
と
い
う
制
作
年
紀
の
古

さ
か
ら
今
後
、
中
国
に
お
け
る
ソ
グ
ド
図
像
研
究
の
起
点
の
一
に
据
え
ら
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
る
。

　

前
世
紀
末
か
ら
今
世
紀
に
掛
け
て
、
従
来
の
北
魏
時
代
の
石
床
を
中
心
と
す
る

墓
葬
図
像
と
は
一
風
、
趣
き
を
異
に
す
る
ソ
グ
ド
人
遺
品
の
出
土
、
発
見
が
相
次

ぎ
、
所
謂
ソ
グ
ド
学
が
空
前
の
隆
盛
を
見
た
。
世
界
的
な
そ
の
思
潮
の
中
で
、
高

い
学
術
的
な
評
価
を
得
た
ソ
グ
ド
遺
品
の
一
つ
がM
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O
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U
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U

M

蔵
ソ
グ

ド
石
床
で
あ
る
。
今
般
、M
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O
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U
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U

M

の
好
意
に
よ
り
、
翟
門
生
石
床

に
次
ぐ
、
二
つ
目
の
図
版
と
し
て
、
そ
の
全
貌
（
囲
屏
、
石
闕
）
を
図
版
十
（
双

闕
）、
図
版
十
二
（
囲
屏
十
一
面
）
に
掲
げ
る
こ
と
が
叶
っ
た）（（
（

。
な
お
図
版
十
一

と
し
て
、
そ
れ
ら
と
一
具
と
さ
れ
る
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
のShelby W

hite and 

Leon Levy

蔵
台
座
を
補
う）（1
（

。
ま
た
、
図
版
十
三
、
十
四
は
、
ク
ー
ロ
ス
石
床
の

囲
屏
と
台
座
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る）（1
（

。
日
本
に
お
い
て
当
石
床
の
囲
屏
十
面
の
図

像
を
始
め
て
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
曽
布
川
寛
氏
に
よ
る
「
中
国
出
土
の
ソ
グ
ド
石

刻
画
像
試
論
」（
平
成
（（
〈
二
〇
〇
六
〉
年
。
線
描
図
に
よ
る
）
で
あ
る）（1
（

。
曽
布

川
氏
は
ま
た
、
そ
れ
を
初
出
と
し
て
増
補
し
た
「
中
国
出
土
ソ
グ
ド
石
刻
図
像
の

図
像
学
」（
臨
川
書
店
、
平
成
（（
〈
二
〇
一
一
〉
年
）
を
著
し）（1
（

（
同
じ
線
描
図
を

使
用
。
小
稿
で
、
専
ら
曽
布
川
論
文
と
し
て
取
り
上
げ
る
の
は
、
こ
ち
ら
で
あ

る
）、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
と
関
わ
る
極
め
て
貴
重
な
そ
の
図
像
内
容
を
詳
細
に
論

じ
ら
れ
た
が
、
当
書
に
よ
っ
て
ク
ー
ロ
ス
石
床
の
図
像
は
、
一
般
に
も
見
易
い
も

の
と
な
っ
た
。
所
謂
ク
ー
ロ
ス
石
床
は
、
二
〇
〇
四
年
四
月
十
三
日
か
ら
五
月
二

十
四
日
ま
で
パ
リ
の
ギ
メ
美
術
館
に
お
い
て
展
示
さ
れ
、
図
録
（Lit de Pierre, 

som
m

eil barbare

）
が
公
刊
さ
れ
る
こ
と
で）（1
（

、
原
石
の
カ
ラ
ー
写
真
を
中
心
と

す
る
そ
の
図
像
の
内
容
と
い
う
も
の
が
世
界
的
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。
曽
布
川
氏
が
用
い
ら
れ
た
線
描
図
も
、
そ
の
図
録
所
収
の
も
の
に
外
な
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三

ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
一
方
で
そ
の
図
録
は
極
め
て
稀
覯
に
属
し
、
一
般
に
そ
れ

を
繙
く
こ
と
は
、
極
め
て
難
し
い
現
状
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
機
会
に
そ
れ
を

図
版
と
し
て
収
録
す
る
こ
と
と
し
た
（
そ
の
線
描
図
は
、

（下）
に
収
録
予
定
）。
な

お
ク
ー
ロ
ス
石
床
は
、V

ahid K
ooros

氏
の
蒐
集
品
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

原
石
は
、
二
〇
〇
二
─
三
年
間
に
甘
粛
省
天
水
市
石
馬
坪
文
山
で
出
土
し
、
海
外

へ
流
出
し
た
遺
品
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る）（1
（

。

　

さ
て
、
前
掲
書
に
お
い
て
曽
布
川
氏
が
、
中
国
出
土
の
ソ
グ
ド
図
像
資
料
と
し

て
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
以
下
の
九
遺
品
で
あ
っ
た
（
216
、
218
頁
）。

　
　

（
一
） 

康
業
墓　

石
棺
床
囲
屏　

北
周
・
天
和
六
年
（
五
七
一
）
西
安
市
未

央
区
大
明
宮
郷
炕
底
寨
村
出
土
（
二
〇
〇
四
年
）

　
　

（
二
） 

青
州
傅
家
村
墓　

石
棺
床
囲
屏　

北
斉
・
武
平
四
年
（
五
七
三
）
山

東
青
州
市
傅
家
村
出
土
（
一
九
七
一
年
）

　
　

（
三
） 

安
伽
墓　

石
棺
床
囲
屏　

北
周
・
大
象
元
年
（
五
七
九
）
西
安
市
未

央
区
大
明
宫
郷
炕
底
寨
村
出
土
（
二
〇
〇
〇
年
）

　
　

（
四
） 

史
君
墓　

石
槨　

北
周
・
大
象
二
年
（
五
八
〇
）
西
安
市
未
央
区
大

明
宫
郷
井
上
村
出
土
（
二
〇
〇
三
年
）

　
　

（
五
） 

虞
弘
墓　

石
槨　

隋
・
開
皇
一
二
年
（
五
九
二
）
太
原
市
晋
源
区
王

郭
村
出
土
（
一
九
九
九
年
）

　
　

（
六
） 

天
水
墓　

石
棺
床
囲
屏　

隋
～
唐　

甘
粛
天
水
市
石
馬
坪
出
土
（
一

九
八
二
年
）

　
　

（
七
） 

石
棺
床
囲
屏　

伝
安
陽
出
土　

ボ
ス
ト
ン
、
ギ
メ
、
ケ
ル
ン
美
術
館

分
蔵

　
　

（
八
）
石
棺
床
囲
屏　

M
IH

O
 M

U
SEU

M

蔵

図一　翟門生石床の内容
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翟
門
生
石
床
と
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教

（上）
（
黒
田　

彰
）

四

　
　

（
九
） 

石
棺
床
囲
屏　

V
ahid K

ooros

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
ク
ー
ロ
ス
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
）

こ
の
こ
と
は
、
現
在
に
お
い
て
も
な
お
基
本
的
に
変
わ
り
が
な
く
結
局
、
そ
の
九

点
に
翟
門
生
石
床
を
（
一
）
と
し
て
加
え
た
十
点
が
、
目
下
の
中
国
ソ
グ
ド
図
像

の
研
究
対
象
と
す
べ
き
基
本
資
料
と
な
る
だ
ろ
う）（1
（

。
そ
し
て
曽
布
川
氏
は
、「
中

国
出
土
石
刻
画
像
の
図
像
学
」
を
著
わ
さ
れ
る
に
当
た
り
、
そ
の
「
は
じ
め
に
」

に
お
い
て
、
上
掲
（
八
）（
九
）
の
遺
品
の
意
義
を
説
明
さ
れ
た
後
、
氏
の
言
う

図
像
学
の
意
味
に
つ
い
て
、

（
八
）
の
石
棺
床
囲
屏
は
、
滋
賀
県
信
楽
の
ミ
ホ
美
術
館
が
近
年
購
入
し
た

も
の
で
あ
り
、
虞
弘
墓
石
槨
出
土
以
前
は
そ
の
性
格
、
真
偽
に
つ
い
て
は
曖

昧
な
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、
以
後
、
ソ
グ
ド
系
石
刻
画
像
と
認
知
さ
れ
、
そ
の

特
異
な
画
像
内
容
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
ま
た
（
九
）
の
石
棺
床
囲
屏
は

近
年
寄
託
先
の
ギ
メ
美
術
館
で
公
開
さ
れ
た
も
の
で
、
石
棺
床
囲
屏
と
し
て

完
備
し
て
い
る
ば
か
り
か
、
ソ
グ
ド
人
の
信
仰
を
知
る
興
味
深
い
図
像
が
描

か
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、
こ
れ
ら
の
画
像
に
対
し
て
、
図
像
学
の
見
地
か
ら

考
察
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
ら
中
国
出
土
の
ソ
グ
ド
石
刻
画
像
に
つ

い
て
は
、
虞
弘
墓
石
槨
発
掘
以
来
こ
れ
ま
で
、
中
国
の
み
な
ら
ず
欧
米
の
研

究
者
た
ち
に
よ
っ
て
多
く
の
論
考
が
発
表
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
画

像
内
容
が
中
国
を
専
門
と
す
る
研
究
者
に
と
っ
て
は
余
り
に
も
未
知
の
も
の

で
あ
っ
た
。
ま
た
欧
米
の
主
と
し
て
中
央
ア
ジ
ア
を
専
門
と
す
る
研
究
者
に

と
っ
て
も
、
わ
ず
か
と
は
い
え
従
来
中
央
ア
ジ
ア
で
発
掘
さ
れ
た
画
像
と
も

明
ら
か
に
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
こ
と
図
像
学
に
関
す
る
限

り
、
十
分
な
成
果
が
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
（
218
、
219
頁
）

と
述
べ
、
中
国
の
ソ
グ
ド
図
像
を
通
観
し
た
上
で
、
個
々
の
遺
品
の
図
像
学
的
考

察
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
従
来
の
研
究
が
図
像
学
的
に

「
十
分
な
成
果
が
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
」
原
因
に
関
し
、

こ
れ
ら
の
画
像
は
、
ソ
グ
ド
人
と
い
う
当
時
の
東
西
貿
易
の
最
大
の
担
い
手

に
よ
る
、
ま
さ
に
東
西
交
流
の
所
産
で
あ
り
、
そ
れ
を
図
像
学
的
に
解
明
す

る
た
め
に
は
、
当
時
の
東
西
世
界
双
方
に
つ
い
て
の
膨
大
な
情
報
を
必
要
と

す
る
。
特
に
私
た
ち
中
国
が
専
門
の
研
究
者
に
と
っ
て
は
、
ソ
グ
ド
を
中
心

と
す
る
当
時
の
中
央
ア
ジ
ア
に
関
す
る
情
報
、
と
り
わ
け
画
像
が
墓
か
ら
出

土
し
た
資
料
で
あ
る
が
た
め
、
彼
ら
の
死
生
観
と
関
係
し
た
宗
教
関
係
の
情

報
、
つ
ま
り
当
時
の
ソ
グ
ド
人
が
信
仰
し
た
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
情
報
は
必

須
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
者
が
不
十
分
な
成
果
し
か
あ
げ
ら
れ
な

か
っ
た
要
因
も
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
の
死
生
観
や
そ
れ
に
基
づ
く
葬
制
に
関
す

る
情
報
の
不
足
に
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
現
に
上
記
の
ソ
グ
ド
人
墓
の

墓
主
の
多
く
は
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
（
中
国
で
は
祆
教
と
呼
ば
れ
た
）
の
祭

祀
を
ソ
グ
ド
人
の
聚
落
に
お
い
て
主
宰
す
る
薩
保
（
薩
宝
）
の
官
に
つ
い
た

人
た
ち
で
あ
り
、
墓
葬
に
お
い
て
も
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
が
相
当
な
比
重
を
占

め
る
こ
と
は
当
然
予
想
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
葬
制
と

い
っ
て
も
多
種
多
様
で
あ
り
、
と
り
わ
け
ソ
グ
ド
に
あ
っ
て
は
、
本
場
の
ペ

ル
シ
ア
と
異
な
る
、
土
着
の
宗
教
や
民
俗
と
融
合
し
た
独
自
性
が
つ
と
に
指

摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
219
頁
）

と
言
わ
れ
、
ま
ず
一
般
に
余
り
馴
染
み
の
な
い
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
教
義
、
特
に

そ
の
死
生
観
の
存
在
を
上
げ
る
。
そ
し
て
研
究
者
側
に
お
け
る
そ
の
理
解
が
、
図

像
学
の
充
実
に
は
必
須
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
点
、
曽
布
川
論
文
は
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我
が
国
に
お
い
て
唯
一
、
現
存
す
る
中
国
ソ
グ
ド
図
像
を
体
系
的
に
ゾ
ロ
ア
ス

タ
ー
教
の
死
生
観
か
ら
解
明
し
た
業
績
と
な
っ
て
い
る
。
加
う
る
に
も
う
一
点
、

曽
布
川
氏
が
ソ
グ
ド
の
図
像
学
に
お
い
て
問
題
視
さ
れ
た
課
題
と
し
て
、
中
国
の

北
朝
的
要
素
と
の
関
連
が
あ
る
。

ま
た
、
従
来
の
研
究
で
気
が
付
く
こ
と
は
、
画
像
が
登
場
人
物
は
も
ち
ろ
ん
、

題
材
も
狩
猟
や
饗
宴
な
ど
頗
る
西
域
的
特
色
を
帯
び
て
い
る
た
め
、
西
域
の

風
俗
、
民
族
な
ど
に
余
り
に
も
関
心
が
行
き
過
ぎ
、
も
う
片
方
の
中
国
の
北

朝
的
要
素
に
対
す
る
考
察
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
思
う
に
、

中
国
に
移
住
し
た
と
は
い
え
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
で
あ
る
ソ
グ
ド
人
が
ソ

グ
ド
独
特
の
葬
制
を
棄
て
て
、
墓
道
や
墓
室
を
も
っ
た
土
葬
と
い
う
中
国
に

伝
統
的
な
葬
制
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
自
体
驚
き
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
こ
に
は
当
然
妥
協
が
行
わ
れ
た
は
ず
で
あ
り
、
ど
こ
ま
で
が
北
朝
で
あ
り
、

ど
こ
か
ら
が
ソ
グ
ド
な
の
か
、
見
極
め
が
必
要
と
な
る
。
既
に
葬
制
が
確
立

し
、
伝
統
的
規
制
の
強
い
中
国
に
あ
っ
て
は
、
当
初
は
中
国
の
葬
制
を
全
面

的
に
採
用
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
採
用

し
な
が
ら
ど
こ
を
ど
の
よ
う
に
改
変
し
て
い
き
、
結
局
ど
の
よ
う
な
死
生
観

を
表
そ
う
と
し
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
は
、
当
時
鮮
卑
族
が
支
配
し
た
北
朝
の
葬
制
も
十
分
に
勘
案
し
、
お
互

い
に
比
較
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
（
219
、
220
頁
）

曽
布
川
氏
は
、
ソ
グ
ド
人
は
「
当
初
は
中
国
の
葬
制
を
全
面
的
に
採
用
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
」
と
の
見
通
し
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
が
、
今
般
出
現
し

た
翟
門
生
石
床
こ
そ
は
、
氏
の
見
通
し
の
正
し
さ
を
確
証
す
る
遺
品
と
も
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
曽
布
川
論
文
か
ら
受
け
た
学
恩
は
、
計
り
知
れ
な
い
も
の
が

あ
っ
て
、
私
が
最
も
感
銘
を
受
け
た
点
は
、
前
掲
九
遺
品
の
中
国
ソ
グ
ド
図
像
の

全
貌
を
、
豊
か
な
図
版
を
用
い
て
説
明
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
中
で
惜
し
ま
れ
る

の
が
、（
九
）
天
水
墓
の
図
像
が
な
い
こ
と
、（
七
）（
八
）
が
一
面
ず
つ
し
か
紹

介
さ
れ
な
い
こ
と）（1
（

、（
一
）
康
業
墓
の
全
十
図
中
、
半
分
の
五
図
（
正
面
右
板
と

左
側
板
）
し
か
、
図
版
が
な
い
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
こ
と
が
通
覧
を
困
難
と
し
て

い
た
。
そ
の
よ
う
な
事
情
に
鑑
み
て
、
小
稿
で
は
、
そ
の
不
便
さ
を
解
消
す
べ
く
、

巻
頭
図
版
と
末
尾
付
図
集
と
に
よ
っ
て
、
翟
門
生
石
床
を
も
含
め
、
全
十
遺
品
の

図
像
集
成
を
試
み
、
今
後
の
利
用
に
備
え
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
作
業
を
踏
ま
え

た
上
で
、
以
下
、
ま
ず
翟
門
生
石
床
に
看
取
さ
れ
る
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
的
要
素
に

つ
い
て
報
告
し
、
次
い
で
、
同
石
床
に
お
け
る
墓
主
肖
像
の
ず
れ
の
問
題
、
ま
た

馬
と
牛
の
位
置
と
向
き
が
、
中
国
ソ
グ
ド
図
像
の
展
開
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に

変
化
し
て
ゆ
く
か
、
と
い
う
問
題
な
ど
に
今
後
言
及
し
て
み
た
い
。
曽
布
川
氏
の

上
げ
ら
れ
た
中
国
ソ
グ
ド
図
像
の
九
遺
品
に
、
翟
門
生
石
床
を
加
え
た
十
点
を
、

改
め
て
一
覧
と
す
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

㈠
東
魏
、
翟
門
生
石
床
（
五
四
三
年
）

㈡
北
周
、
康
業
石
床
（
五
七
一
）

㈢
北
斉
、
青
州
傅
家
村
石
床
（
五
七
三
）

㈣
北
周
、
安
伽
石
床
（
五
七
九
）

㈤
北
周
、
史
君
石
室
（
五
八
〇
）

㈥
隋
、
虞
弘
石
室
（
五
九
二
）

㈦
隋
─
唐
、
天
水
石
床

㈧
伝
安
陽
出
土
ソ
グ
ド
石
床

㈨M
IH

O
 M

ISU
EM

蔵
ソ
グ
ド
石
床
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㈩
ク
ー
ロ
ス
石
床

二

　

囲
屏
の
表
に
墓
主
夫
婦
、
馬
、
牛
、
孝
子
伝
図
、
裏
に
竹
林
七
賢
と
鬼
神
を
描

く
翟
門
生
石
床
は
一
見
、
純
中
国
風
に
見
え
る
。
と
は
言
え
、
そ
こ
に
は
男
性
墓

主
の
着
る
毛
皮
の
マ
ン
ト
や
、
七
賢
の
劉
伶
が
掲
げ
る
リ
ュ
ト
ン
（
所
謂
、
獣
首

杯
）
な
ど
、
異
国
的
な
要
素
も
垣
間
見
え
る
こ
と
は
、
か
つ
て
指
摘
し
た
通
り
で

あ
る
。
し
か
し
、
翟
門
生
石
床
に
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
と
関
わ
る
一
面
が
あ
ろ
う
こ

と
は
、
殆
ど
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
私
を
愕
然
と
さ
せ
た
の
が
、

翟
門
生
石
床
に
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
拝
火
壇
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
、
稲
垣
肇

氏
の
教
示
だ
っ
た
（
確
か
深
圳
で
一
緒
に
拓
本
を
見
て
い
た
時
の
こ
と
の
よ
う
に

思
う
。
一
方
呉
氏
も
そ
の
拝
火
壇
に
は
、
早
く
か
ら
気
づ
か
れ
て
い
た
よ
う
で
、

二
〇
一
八
年
五
月
十
八
日
か
ら
一
九
年
五
月
十
七
日
に
か
け
て
深
圳
、
南
山
博
物

館
で
催
さ
れ
た
「
翟
門
生
的
世
界 

糸
綢
之
路
上
的
使
者
」
展
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
見
る
と
、
0（
翟
門
生
石
床
後
腿
局
部
火
壇
図
像
の
項
目
が
あ
っ
て
、
既
に
そ
の

拓
本
図
像
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
）。
そ
の
拝
火
壇
は
、
後
脚
の
中
央
の
脚
に
描
か

れ
て
い
て
（
図
版
八
、
下
参
照
）、
見
よ
う
と
す
る
者
は
、
石
床
の
背
後
に
回
り
、

し
ゃ
が
ま
な
い
と
そ
れ
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
（
図
一
†
（
）。
図
二
は
、
翟

門
生
石
床
に
描
か
れ
た
拝
火
壇
を
、
拓
本
（
上
）
と
原
石
写
真
（
下
）
に
よ
っ
て

示
し
た
も
の
で
あ
る）11
（

。
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
は
、
拝
火
教
と
も
呼
ば
れ
る
如
く
、
火

を
非
常
に
重
視
す
る
宗
教
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
火
は
、
ア
シ
ャ
（
正
義
、
天

則
）
の
教
義
と
関
連
が
深
い
と
し
て
、
例
え
ば
岡
田
明
憲
氏
は
『
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー

教 

神
々
へ
の
讚
歌
』
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る）1（
（

（〔　

〕
は
私

補
）。「

正
義
（
ま
た
は
天
則
）」
と
訳
さ
れ
る
ア
シ
ャ
は
、
ザ
ラ
ス
シ
ュ
ト
ラ
自

身
の
思
想
の
中
核
に
位
置
す
る
概
念
で
あ
る
。
ガ
ー
サ
ー
〔
ア
ヴ
ェ
ス
タ
ー

の
最
古
の
部
分
。
頌
〕
に
は
こ
の
語
が
一
六
二
回
も
出
て
く
る
。
し
か
し
、

こ
の
ア
シ
ャ
な
る
語
は
、
特
に
ザ
ラ
ス
シ
ュ
ト
ラ
自
身
の
教
説
に
あ
っ
て
は
、

非
常
に
抽
象
的
な
性
格
が
濃
厚
で
あ
っ
て
、
そ
の
理
解
を
極
度
に
難
し
い
も

の
に
し
て
い
る
…
…
ザ
ラ
ス
シ
ュ
ト
ラ
以
前
は
、
自
然
の
秩
序
が
円
環
的
で

あ
り
、
永
遠
に
反
復
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ザ
ラ
ス
シ
ュ
ト
ラ
は
、

時
間
に
始
め

0

0

と
終
り

0

0

が
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
こ
こ
に
真
の
意
味
で
歴
史
的

世
界
が
開
け
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
歴
史
の
摂
理
と
し
て
ア
シ
ャ

を
た
て
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
摂
理
の
実
質
的
内
容
は
何
で
あ
っ

た
か
と
言
う
に
、
善
悪
に
よ
る
報
応

0

0

で
あ
り
、
こ
れ
が
す
な
わ
ち
神
に
よ
る

審
判
の
思
想
に
な
る
。
か
く
て
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
「
正
義
」
と
は
、
善

な
る
者
を
厚
く
賞
し
、
悪
な
る
者
を
厳
し
く
罰
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
こ
の
よ
う
に
報
応
の
理
念
を
悟
り
、
善
を
選
び
、
悪
と
戦
う
者
が

「
善
な
る
者
」（
ア
シ
ャ
ワ
ン
）
と
称
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ア
シ
ャ

と
の
関
連
で
、
拝
火
教
と
称
さ
れ
る
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
聖
火
に
つ
い
て
述

べ
て
お
く
。
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
で
は
、
彼
ら
の
聖
火
を
ア
シ
ャ
の
具
象
形
態

と
見
、
天
上
と
地
上
の
火
を
支
配
す
る
の
は
ア
シ
ャ
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し

て
、
正
義
が
最
終
的
に
実
現
さ
れ
る
歴
史
の
総
審
判
に
も
、
火
が
決
定
的
な

役
割
を
演
じ
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
は
、
燃
え
さ
か

る
聖
火
の
中
に
、
歴
史
の
審
判
を
感
得
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
自
己
と
世
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図二　翟門生石床の拝火壇（上、拓本。下、原石）
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界
の
運
命
が
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
（（
、
（0
頁
）

ま
た
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
に
お
い
て
は
、
一
切
を
知
る
至
上
神
ア
フ
ラ
・
マ
ズ

ダ
ー
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
大
天
使
ア
ム
シ
ャ
・
ス
プ
ン
タ
（
不
滅
の
聖
性
）
の

下
に
、
ヤ
ザ
タ
（
祟
め
る
に
値
す
る
者
）
と
称
さ
れ
る
、
一
群
の
神
霊
が
あ
り
、

そ
の
ヤ
ザ
タ
の
中
に
火
神
ア
ー
タ
ル
も
い
る
。
岡
田
明
憲
氏
は
『
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー

教
の
悪
魔
払
い
』
に
お
い
て
、
ア
ー
タ
ル
に
つ
い
て

イ
ン
ド
・
イ
ラ
ー
ン
人
の
信
仰
で
は
、
火
を
神
と
人
間
の
仲
介
者
と
考
え
、

特
に
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
で
は
、
火
神
た
る
ア
ー
タ
ル
を
ア
フ
ラ
・
マ
ズ
ダ
ー

の
息
子
と
称
し
て
重
視
し
た
。
そ
れ
故
、
火
は
絶
や
し
て
は
な
ら
ず
、
汚
し

て
は
な
ら
ぬ
も
の
と
さ
れ
る
。
火
に
息
を
吹
き
か
け
た
り
、
火
葬
を
す
る
事

は
大
罪
に
価
す
る
と
さ
れ
、
火
の
浄
化
に
関
し
て
は
細
か
な
規
定
が
な
さ
れ

て
い
る
。
家
長
の
務
め
は
火
を
消
さ
ぬ
事
で
あ
り
、
ア
ー
タ
ル
は
家
長
を
起

こ
し
て
薪
を
炉
に
焼
べ
さ
せ
る
。
ア
ー
タ
ル
は
多
く
の
恩
典
を
人
間
に
与
え

る
ヤ
ザ
タ
で
あ
る
が
、
物
質
的
な
も
の
と
共
に
、
知
識
、
聖
性
、
雄
弁
、
理

解
力
、
記
憶
力
と
い
っ
た
精
神
的
価
値
の
賦
与
者
で
あ
る
事
を
特
長
と
す
る
。

彼
の
宿
敵
は
ダ
ハ
ー
カ
竜
で
、
ザ
ー
ム
ヤ
ズ
ド
・
ヤ
シ
ュ
ト
に
は
こ
の
両
者

が
光
輪
（
ク
ワ
ル
ナ
フ
）
を
得
よ
う
と
し
て
争
っ
た
記
事
が
見
え
る
。
ア

ヴ
ェ
ス
タ
中
、
ガ
ー
サ
ー
に
次
ぐ
古
層
と
さ
れ
る
「
七
章
の
ヤ
ス
ナ
」
で
は
、

ア
ー
タ
ル
が
ア
フ
ラ
・
マ
ズ
ダ
ー
の
創
造
行
為
を
代
表
す
る
ス
プ
ン
タ
・
マ

ン
ユ
と
同
一
視
さ
れ
て
い
る
と
解
す
こ
と
が
で
き
る
個
所
が
あ
る
。
こ
こ
か

ら
父
ア
フ
ラ
・
マ
ズ
ダ
ー
と
子
ア
ー
タ
ル
、
そ
し
て
聖
霊
ス
プ
ン
タ
・
マ
ン

ユ
の
三
位
一
体
説
が
主
張
さ
れ
て
く
る
（
（（
頁
）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る）11
（

。
拝
火
壇
の
遺
趾
は
、
古
く
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
ペ
ル
シ
ア
（
前

五
五
〇
─
前
三
三
〇
）
以
前
に
溯
る
。
図
三
は
、
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
に
お
け
る
拝
火

壇
）
11
（

（
前
六
世
紀
。
パ
サ
ル
ガ
ダ
エ
、
復
元
図
）、
図
四
は
、
サ
サ
ン
朝
（
二
二
四

─
六
五
一
）
に
お
け
る
拝
火
壇
（
三
─
四
世
紀
。
ナ
ク
シ
ュ
・
イ
・
ル
ス
タ
ム
）

を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る）11
（

。
さ
ら
に
青
木
健
氏
は
、
三
世
紀
サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ア
の

時
代
か
ら
、「
あ
る
特
定
の
土
地
に
特
定
の
聖
火
を
祀
る
た
め
に
、
恒
久
的
な
拝

火
神
殿
を
建
設
す
る
よ
う
に
な
る
」
と
指
摘
さ
れ）11
（

、
そ
の
中
心
に
置
か
れ
た
の
が

拝
火
壇
（
ア
ー
フ
ァ
ル
ガ
ー
ニ
ャ
ン
）
で
あ
っ
た
。
拝
火
壇
は
、
中
国
の
ソ
グ
ド

図
像
中
に
も
屡
々
描
か
れ
て
い
る
。
図
五
は
前
掲
、
㈣
安
伽
石
床
の
門
額
に）11
（

、
図

六
は
、
㈤
史
君
石
室
正
面
（
南
）
の
右
左
の
外
壁
下
部
に）11
（

、
図
七
は
、
㈥
虞
弘
石

室
正
面
の
台
座
中
央
に
描
か
れ
た）11
（

、
拝
火
壇
の
レ
リ
ー
フ
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
拝
火
壇
の
図
像
を
並
べ
掲
げ
て
み
る
と
、
そ
れ
ら
の
描
か
れ
て
い
る

位
置
関
係
が
、
と
て
も
面
白
い
。
即
ち
、

安
伽
石
床
（
上
）
→
史
君
石
室
（
中
）
→
虞
弘
石
室
、
翟
門
生
石
床
（
下
）

と
、
そ
の
位
置
が
上
か
ら
下
へ
と
移
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
㈣
、
㈤
、

㈥
、
及
び
㈠
に
お
け
る
拝
火
壇
の
図
像
は
、
門
額
か
ら
石
床
の
囲
屏
部
分
へ
、
さ

ら
に
台
座
、
脚
部
へ
と
移
り
動
い
て
い
る
。
な
お
興
味
深
い
の
が
、
㈠
本
石
床

（
翟
門
生
石
床
、
図
二
）
と
、
㈥
虞
弘
石
室
（
図
七
）
と
の
拝
火
壇
の
位
置
関
係

で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
両
者
は
共
に
遺
品
の
最
下
部
（
後
脚
中
央
と
正
面
台
座
中

央
）
に
あ
り
乍
ら
、
前
後
関
係
か
ら
見
る
と
、
本
石
床
は
背
面
、
虞
弘
石
室
は
正

面
と
い
う
風
に
、
そ
れ
ら
は
正
し
く
前
後
が
対
称
的
な
位
置
に
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
を
年
代
順
に
眺
め
る
と
、
背
面
下
の
中
央
（
本
石
床
）
か
ら
、
正
面
の
上

（
安
伽
石
床
）
へ
、
そ
し
て
、
中
程
の
囲
屏
（
史
君
石
室
）
に
下
っ
て
、
ま
た
正

面
下
（
虞
弘
石
室
）
へ
と
い
う
動
き
を
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
共
通
の
拝
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図三　アケメネス朝の拝火壇
（前 （ 世紀、パサルガダエ、復元図）

図四　ササン朝の拝火壇
（ （ ─ （ 世紀、ナクシュ・イ・ルスタム）

図五　安伽石床の拝火壇
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図七　虞弘石室の拝火壇

図六　史君石室の拝火壇
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火
壇
の
図
像
を
通
じ
て
見
ら
れ
る
、
そ
の
よ
う
な
動
き
は
、
始
め
非
常
に
目
立
た

な
い
背
後
に
置
か
れ
た
ソ
グ
ド
的
な
図
像
が
、
徐
々
に
前
面
へ
、
ま
た
中
央
へ
と

出
て
来
る
過
程
を
、
よ
く
表
わ
し
て
い
る
。
さ
て
、
翟
門
生
石
床
の
拝
火
壇
が
後

脚
に
描
か
れ
る
こ
と
は
、
決
し
て
偶
然
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
意
図
的
に
な
さ
れ

た
営
為
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
目
的
は
、
や
は
り
誠
に
ソ
グ
ド
的
な
そ
れ
を

出
来
る
だ
け
、
目
立
た
な
く
す
る
こ
と
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
一
方
、
後
脚
と
は

言
え
、
拝
火
壇
が
中
央
に
置
か
れ
て
い
る
点
は
、
そ
れ
が
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
お
り
、
よ
く
練
ら
れ
た
プ
ラ
ン
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
純
中
国

風
な
事
物
の
内
に
、
さ
り
気
な
く
ソ
グ
ド
的
な
も
の
を
忍
び
込
ま
せ
る
こ
と
は
、

翟
門
生
石
床
の
特
徴
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。
そ
こ
に
は
、
中
国
と
ソ
グ
ド
と
い
う
、

二
つ
の
異
文
化
交
流
の
典
型
的
、
且
つ
具
体
的
な
形
を
看
て
取
る
こ
と
が
出
来
る
。

そ
し
て
、
こ
こ
で
一
つ
確
認
し
て
お
き
た
い
点
は
、
翟
門
生
石
床
が
、
中
国
ソ
グ

ド
図
像
の
体
系
的
な
研
究
を
進
め
る
上
で
、
そ
の
始
発
と
す
べ
き
、
遺
品
に
当
た

る
と
い
う
事
実
に
外
な
ら
な
い
。
翟
門
生
石
床
の
図
像
中
に
、
極
め
て
ソ
グ
ド
的

で
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
に
関
わ
る
図
像
が
、
そ
れ
と
は
知
ら
れ
な
い
よ
う
、
こ
っ

そ
り
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
次
に
取
り
上
げ
る
鶏
の
図
像
の
場

合
も
、
全
く
変
わ
り
が
な
い
。

　

私
が
、
翟
門
生
石
床
に
描
か
れ
て
い
る
鶏
及
び
、
翟
曹
明
墓
門
に
描
か
れ
て
い

る
鶏
の
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、
呉
強
華
氏
の
教
示
に
よ
る
も
の
で
あ
る
（
呉
氏
は

同
時
に
小
稿
で
用
い
る
『
三
秦
瑰
宝 

陝
西
新
発
現
文
物
精
華
』
を
も
併
せ
て
恵

投
下
さ
っ
た
）。
図
八
は
、
そ
の
翟
門
生
石
床
の
囲
屏
左
側
板
左
、
右
上
に
描
か

れ
た
鶏
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
図
一
†
（
。
図
版
五
、
左
下
の
左
〈
画
面
右

上
〉
参
照
）。
ま
た
、
図
九
は
、
翟
曹
明
墓
門
（
靖
辺
県
文
管
会
蔵
）
の
門
楣
に

描
か
れ
た
鶏
を
示
し
た
も
の
で
あ
る）11
（

。
鶏
、
特
に
雄
鶏
は
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
に

お
い
て
極
め
て
大
切
に
さ
れ
て
き
た
動
物
の
一
つ
で
、
例
え
ば
ア
フ
ラ
・
マ
ズ

ダ
ー
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
大
天
使
ア
ム
シ
ャ
・
ス
プ
ン
タ
の
下
の
、
ヤ
ザ
タ
と

呼
ば
れ
る
天
使
ア
シ
ャ
・
ワ
ヒ
シ
ュ
タ
（
最
善
の
ア
シ
ャ
）
に
協
力
す
る
、
忠
直

の
神
ス
ラ
オ
シ
ャ
は
、
雄
鶏
を
使
者
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
ス
ラ
オ
シ
ャ
に
関

し
、
例
え
ば
岡
田
明
憲
氏
は
『
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
悪
魔
払
い
』
に
お
い
て
、

ス
ラ
オ
シ
ャ

「
忠
直
」
の
神
た
る
彼
は
、
ミ
ス
ラ
〔
契
約
、
太
陽
神
〕
と
同
様
に
真
言
の図八　翟門生石床の鶏
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具
現
者
と
称
さ
れ
、
ア
フ
ナ
・
ワ
ル
ヤ
等
の
聖
呪
を
自
ら
の
武
器
と
す
る
。

そ
し
て
彼
は
、
最
初
に
ガ
ー
サ
ー
を
唱
え
た
者
と
さ
れ
る
。
元
来
ス
ラ
オ

シ
ャ
は
、
聖
職
者
に
特
に
密
接
な
関
係
を
有
す
る
神
格
で
あ
っ
た
。
ア
フ

ラ
・
マ
ズ
ダ
ー
は
自
ら
の
教
法
を
ス
ラ
オ
シ
ャ
に
伝
え
、
こ
の
ス
ラ
オ
シ
ャ

が
人
類
に
教
示
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
故
、
既
に
ガ
ー
サ
ー
に
お
い
て
も
、

ザ
ラ
ス
シ
ュ
ト
ラ
自
身
が
ス
ラ
オ
シ
ャ
を
よ
び
求
め
て
い
る
。
後
に
こ
の
神

格
は
、
ラ
シ
ュ
ヌ
〔
正
義
の
神
〕、
ミ
ス
ラ
と
共
に
特
種
な
役
割
を
演
じ
る

事
に
な
る
が
、
ガ
ー
サ
ー
中
で
ザ
ラ
ス
シ
ュ
ト
ラ
が
表
明
し
て
い
る
の
は
、

三
神
中
ス
ラ
オ
シ
ャ
の
み
で
あ
る
。
ス
ラ
オ
シ
ャ
に
献
ず
る
ス
ロ
ー
シ
ュ
・

ヤ
シ
ュ
ト
は
、
ア
ヴ
ェ
ス
タ
中
に
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
ヤ
シ
ュ
ト
書
中
第
十

一
番
目
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
り
、
他
は
ヤ
ス
ナ
の
第
五
十
七
章
で
あ
る
。

前
者
は
特
に
ス
ロ
ー
シ
ュ
・
ヤ
シ
ュ
ト
・
ハ
ー
ゾ
ー
ク
ト
と
称
さ
れ
、
後
者

が
記
述
的
な
の
に
対
し
て
、
よ
り
祭
祀
的
用
途
を
考
慮
し
て
構
成
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
ヤ
シ
ュ
ト
の
描
く
ス
ラ
オ
シ
ャ
の
像
は
、
本
来
の
聖
職
者
的

性
格
と
し
て
よ
り
も
、
戦
士
、
特
に
悪
の
勢
力
を
駆
逐
す
る
戦
士
の
そ
れ
で

あ
る
。
一
日
中
彼
は
、
ア
ン
ラ
・
マ
ン
ユ
〔
大
悪
魔
〕
や
宿
敵
ア
エ
ー
シ
ュ

マ
〔
怒
り
の
悪
魔
〕
を
は
じ
め
と
す
る
悪
魔
の
族
と
戦
う
。
日
没
後
も
彼
は

眠
る
こ
と
な
く
、
武
器
を
手
に
し
て
世
界
を
悪
魔
の
攻
撃
か
ら
護
る
と
さ
れ

る
。
た
だ
、
彼
が
ア
ー
ズ
ィ
〔
貪
欲
の
悪
魔
で
、
ア
ジ
〈
竜
〉
と
関
わ
る
〕

に
よ
り
消
さ
れ
よ
う
と
し
た
ア
ー
タ
ル
（
火
）
の
危
機
を
、
雄
鶏
に
時
を
つ

く
ら
せ
る
事
に
よ
っ
て
救
っ
た
と
さ
れ
る
の
は
、
明
ら
か
に
聖
火
を
燃
や
し

続
け
る
事
を
義
務
と
す
る
聖
職
者
の
役
割
に
関
係
し
て
い
る
。
中
世
の
神
学

で
は
、
ス
ラ
オ
シ
ャ
に
、
ミ
ス
ラ
、
ラ
シ
ュ
ヌ
と
共
に
、
死
後
の
審
判
に
お

図九　翟曹明墓門の鶏
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け
る
判
官
の
役
割
が
与
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
死
し
て
後
四
日
目
の
朝
、
義
者

な
る
場
合
、
彼
が
チ
ン
ワ
ト
の
橋
を
案
内
す
る
と
も
説
か
れ
る
。
こ
こ
か
ら

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
は
、
人
の
死
後
三
日
間
、
使
者
の
為
に
ス
ラ
オ
シ
ャ
を

祭
る
の
で
あ
る
（
（（
、
（（
頁
）

と
説
明
さ
れ）11
（

、
ス
ラ
オ
シ
ャ
及
び
、
ミ
ス
ラ
、
ラ
シ
ュ
ヌ
に
は
「
死
後
の
霊
魂
の

守
護
神
的
性
格
を
濃
厚
に
す
る
傾
向
」（
（（
頁
）
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
参
考
と
し
て
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
経
の
聖
典
、
ア
ヴ
ェ
ス
タ
の
ウ
ィ
ー
デ
ー
ウ

ダ
ー
ト
（
除
魔
書
）
十
八
章
「
悪
い
神
官
、
雄
鶏
」
に
お
け
る
、
ス
ラ
オ
シ
ャ
と

鶏
の
こ
と
を
述
べ
た
部
分
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る）1（
（

（
（
、
（（
─
（（
、
（（
─

（（
、
（（
─
（（
節
、
野
田
恵
剛
氏
訳
に
よ
る
。
私
に
〈　

〉
を
補
う
）。

　

（ 

お
お
、
義
者
ザ
ラ
ス
シ
ュ
ト
ラ
よ
、
彼
を
神
官
と
呼
べ
と
ア
フ
ラ
・
マ
ズ

ダ
ー
は
言
っ
た
、
す
な
わ
ち
、
夜
通
し
義
な
る
英
知
の
神
霊
に
尋
ね
る
者
を
。

〔
そ
の
英
知
の
神
霊
は
〕
苦
し
み
か
ら
救
い
、
チ
ン
ワ
ト
橋
で
自
由
を
与
え
、

極
楽
で
、
良
い
生
活
を
与
え
、
生
命
に
到
達
さ
せ
、
ア
シ
ャ
に
到
達
さ
せ
、

最
も
良
き
も
の
に
到
達
さ
せ
る
。

　

（（ 

ザ
ラ
ス
シ
ュ
ト
ラ
は
ア
フ
ラ
・
マ
ズ
ダ
ー
に
尋
ね
た
。「
ア
フ
ラ
・
マ
ズ

ダ
ー
よ
、
最
も
恵
み
深
い
霊
よ
、
物
質
界
の
創
造
主
よ
、
義
な
る
も
の
よ
。

ア
シ
〈
ヤ
ザ
タ
（
諸
神
）
の
一
、
大
女
神
。
ア
フ
ラ
・
マ
ズ
ダ
ー
と
ス
プ
ン

タ
・
ア
ー
ル
マ
テ
ィ
の
娘
で
、
ス
ラ
オ
シ
ャ
は
兄
弟
〉
を
伴
い
、
勇
敢
で
、

聖
句
を
体
現
し
、
頑
丈
な
棍
棒
を
振
う
ア
フ
ラ
〈
善
。
ダ
エ
ー
ワ
（
悪
）
の

対
〉
で
あ
る
ス
ラ
オ
シ
ャ
の
ス
ラ
オ
シ
ャ
ー
ワ
ル
ズ
〈
神
官
〉
は
誰
で
す
か
。」

　

（（ 

そ
こ
で
ア
フ
ラ
・
マ
ズ
ダ
ー
は
答
え
た
。「
ザ
ラ
ス
シ
ュ
ト
ラ
よ
、
パ
ロ
ー

ダ
ル
ス
〈
雄
鶏
。
予
見
す
る
意
〉
と
い
う
名
の
鳥
で
あ
る
。
そ
れ
を
口
の
悪

い
も
の
は
カ
フ
ル
カ
タ
ー
ト
と
呼
ぶ
。
そ
の
鳥
は
明
け
方
に
力
強
く
声
を
あ

げ
て
鳴
く
。

　

（（ 

『
人
々
よ
、
目
覚
め
よ
、
ア
シ
ャ
・
ワ
ヒ
シ
ュ
タ
を
称
え
よ
。
ダ
エ
ー
ワ
と

誓
絶
せ
よ
…
…

　

（（ 

そ
こ
で
夜
の
三
分
の
第
三
時
に
、
ア
フ
ラ
・
マ
ズ
ダ
ー
の
息
子
で
あ
る
火
は
、

ア
シ
を
伴
う
ス
ラ
オ
シ
ャ
に
懇
願
す
る
。『
お
お
、
ア
シ
を
伴
う
美
し
い
ス

ラ
オ
シ
ャ
よ
、
私
を
助
け
る
た
め
物
質
界
の
誰
か
が
、
洗
っ
た
手
で
清
め
た

薪
を
私
の
も
と
に
持
っ
て
来
る
よ
う
に
。
ダ
エ
ー
ワ
の
作
っ
た
ア
ー
ジ
〈
貪

欲
魔
〉
が
、
寿
命
の
来
る
前
に
も
私
の
生
命
力
を
切
り
裂
こ
う
と
し
て
い

る
。』

　

（（ 

そ
こ
で
ア
シ
を
伴
う
ス
ラ
オ
シ
ャ
は
、
パ
ロ
ー
ダ
ル
ス
と
い
う
名
の
そ
の
鳥

を
起
こ
す
。
そ
の
鳥
を
口
の
悪
い
も
の
は
カ
フ
ル
カ
タ
ー
ト
と
呼
ぶ
。
そ
の

鳥
は
開
け
方
に
力
強
く
声
を
あ
げ
て
鳴
く
。

　

（（ 

『
人
々
よ
、
目
覚
め
よ
。
ア
シ
ャ
・
ワ
ヒ
シ
ュ
タ
を
称
え
よ
。
ダ
エ
ー
ワ
と

誓
絶
せ
よ
…
…

　

（（ 

寝
床
に
横
に
な
っ
て
い
る
友
が
友
に
言
う
。『
起
き
よ
。〔
雄
鶏
が
〕
私
を
急

か
し
て
い
る
。』
二
人
の
う
ち
、
初
め
に
起
き
た
方
は
天
国
へ
行
く
。
二
人

の
う
ち
、
初
め
に
、
洗
っ
た
手
で
清
め
た
薪
を
ア
フ
ラ
・
マ
ズ
ダ
ー
の
火
に

く
べ
た
方
に
、
ア
ー
タ
ル
（
火
）
は
満
足
し
、
害
さ
れ
ず
、
願
い
に
応
え
て

喜
ば
せ
る
。

　

（（ 
牛
の
群
れ
と
多
数
の
下
僕
が
あ
な
た
の
も
の
と
な
る
よ
う
に
。
活
発
な
心
と

活
発
な
生
命
が
あ
な
た
の
も
の
と
な
る
よ
う
に
。
あ
な
た
が
生
き
て
い
る
間
、

楽
し
く
生
き
る
よ
う
に
。
こ
れ
が
、
乾
い
て
光
明
に
清
め
ら
れ
、
ア
シ
ャ
の
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一
四

称
賛
に
清
め
ら
れ
た
薪
を
く
べ
る
者
へ
の
ア
ー
タ
ル
（
火
）
の
祝
福
で
あ
る
。

　

（（ 
ス
ピ
タ
ー
マ
・
ザ
ラ
ス
シ
ュ
ト
ラ
よ
、
私
の
こ
の
鳥
を
、
雄
雌
番
で
、
正
し

い
や
り
方
で
義
者
に
与
え
る
者
は
、
百
本
の
柱
、
千
本
の
梁
、
万
の
塔
、
万

の
見
晴
台
の
つ
い
た
屋
敷
を
与
え
た
こ
と
に
な
る
。

　

（（ 

私
の
こ
の
パ
ロ
ー
ダ
ル
ス
鳥
と
同
じ
大
き
さ
の
肉
を
〔
義
者
に
〕
与
え
る
者

に
は
、
私
ア
フ
ラ
・
マ
ズ
ダ
ー
は
決
し
て
二
度
と
問
い
直
す
こ
と
は
な
い
。

彼
は
た
だ
ち
に
極
楽
に
行
く

さ
て
、
そ
の
雄
鶏
を
め
ぐ
っ
て
は
、
世
界
史
的
に
古
く
か
ら
の
造
型
を
辿
る
こ
と

が
出
来
る
。
図
十
は
、M

IH
O

 M
U

SE
U

M

蔵
、
前
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
の
雄
鶏
形

容
器）11
（

（
前
七
─
前
六
世
紀
）
図
十
一
は
、
教
皇
礼
拝
堂
宝
物
の
頭
光
を
持
つ
雄
鳥

（
六
─
七
世
紀
。
錦
織
）
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る）11
（

。

　

図
八
、
翟
曹
明
墓
門
の
鶏
に
話
を
戻
そ
う
。
そ
も
そ
も
そ
の
墓
門
は
一
九
九
三

年
夏
に
、
盗
掘
を
き
っ
か
け
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
、
墓
門
の

他
、
一
対
の
石
獅
、
七
つ
の
石
座
、
さ
ら
に
墓
誌
の
断
片
が
残
り
、
そ
の
石
座
か

ら
、
か
つ
て
石
床
の
存
在
し
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
石
床
は
、
未

だ
見
出
だ
さ
れ
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
図
十
二
は
、
翟
曹
明
墓
誌
の
拓
本
と
原

石
写
真
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る）11
（

。
そ
れ
ら
が
出
土
し
た
統
万
城
は
、
五
胡
十
六
国

の
夏
を
建
て
た
、
赫
連
勃
勃
（
三
八
一
─
四
二
五
）
が
都
し
た
所
で
も
あ
る
。
墓

誌
に
よ
れ
ば
、
墓
主
の
翟
曹
明
は
北
周
、
大
成
元
（
五
七
九
）
年
三
月
に
、
九
十

幾
歳
か
で
没
し
た
（
二
月
に
改
元
さ
れ
た
の
で
、
正
し
く
は
大
象
元
年
と
な
る
）。

翟
曹
明
は
夏
州
天
主
で
あ
っ
て
（
天
主
は
祆
主
に
同
じ
）、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
に

通
じ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
年
齢
か
ら
考
え
て
、
東
魏
の
翟
門
生
と
も
、
時

代
の
重
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
両
者
の
間
に
は
同
じ
ソ
グ

図十　前アケメネス朝の雄鶏図十一　頭光を持った雄鶏
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一
五

ド
の
翟
国
人
と
し
て
、
敵
対
す
る
東
魏
─
西
魏
（
北
周
）
を
跨
ぐ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
形
成
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
、
か
つ
て
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る）11
（

。

図
八
、
図
九
の
鶏
の
関
係
の
背
景
に
は
、
そ
の
よ
う
な
事
情
の
潜
ん
で
い
た
こ
と

を
、
併
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

三

　

さ
て
、
図
九
の
翟
曹
明
墓
門
の
鶏
を
め
ぐ
り
、
驚
く
べ
き
指
摘
を
さ
れ
た
の
は
、

沈
睿
文
氏
で
あ
る）11
（

（「
吉
美
博
物
館
所
蔵
石
重
床
的
幾
点
思
考
」）。
沈
氏
は
上
掲
、

㈩
ク
ー
ロ
ス
石
床
（
図
版
十
三
、
十
四
）
の
図
像
内
容
を
考
察
す
る
中
で
、
そ
の

正
面
右
板
の
左
（
図
版
十
三
⑴
、
上
段
右
か
ら
三
番
目
。
後
掲
図
十
三
参
照
）
の

男
性
墓
主
像
の
上
部
の
図
柄
に
注
目
さ
れ
た
。
図
十
三
は
、
そ
の
ク
ー
ロ
ス
石
床
、

男
性
墓
主
像
の
上
部
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
て
、
左
手
で
リ
ュ
ト
ン
を
捧
げ

る
墓
主
の
上
に
は
、
豪
華
な
天
蓋
が
下
が
っ
て
い
る
が
、
問
題
は
、
そ
の
天
蓋
の

上
で
向
き
合
っ
て
い
る
、
二
羽
の
鳥
で
あ
る
。
沈
氏
は
、
同
様
の
天
蓋
と
二
羽
の

鳥
が
ク
ー
ロ
ス
石
床
、
正
面
左
板
の
中
央
（
図
版
十
三
⑵
、
上
段
左
か
ら
二
番

目
）
の
上
に
も
見
え
る
と
し
、
図
十
三
の
二
羽
の
鳥
（
聊
か
分
か
り
に
く
い
が
、

両
鳥
共
に
外
側
に
向
っ
て
、
斜
め
下
〈
右
下
と
左
下
〉
へ
と
飛
び
下
る
如
く
、
頭

部
は
下
に
あ
っ
て
、
さ
ら
に
内
側
へ
と
振
り
返
っ
て
い
る
〈
首
を
百
八
十
度
、
回

転
さ
せ
て
い
る
〉）
は
、
鶏と
さ
か冠

と
二
枚
の
肉
垂
（
肉に
く

髥ぜ
ん

）
が
あ
る
の
で
、
鶏
で
あ

る
と
さ
れ
た
。
ま
た
正
面
左
板
の
中
央
も
、
同
様
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
加

え
て
氏
は
、
件
の
天
蓋
に
関
し
、
そ
れ
は
安
禄
山
事
跡
上
や
開
元
天
宝
遺
事
下
な

ど
に
言
う
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
に
関
わ
る
金
鶏
帳
（
障
）の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
前
に
置

図十二　翟曹明墓誌（右、拓本。左、原石）
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一
六

く
と
さ
れ
る
榻
と
共
に
、
図
十
三
に
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
、
非
常
に
重
要
な
事

実
も
考
証
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ソ
グ
ド
の
図
像
学
が
歴
史
、
文
学

の
研
究
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
得
る
、
恰
好
の
例
で
あ
る
。
沈
氏
は
ま
た
、

さ
ら
に
も
う
一
つ
の
鶏
の
図
像
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
㈤
史
君
石
室
の

東
壁
右
に
描
か
れ
た
、
橋
を
渡
る
駱
駝
の
背
中
に
負
う
、
荷
物
に
留
ま
る
二
羽
の

鶏
で
あ
る
。
図
十
四
は
、
史
君
石
室
の
東
壁
右
（
E（
）
の
全
体
、
図
十
五
は
、
そ

の
鶏
を
示
し
た
も
の
で
あ
る）11
（

。
図
十
四
は
死
後
の
世
界
を
描
い
た
も
の
で
、
そ
の

鶏
の
図
（
図
十
五
）
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
や
は
り
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
知
識

が
必
要
と
な
る
。
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
に
お
け
る
人
の
死
に
つ
い
て
、
例
え
ば
岡
田

明
憲
氏
は
、
前
引
『
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
悪
魔
払
い
』
の
中
で
ま
ず
、

臨
終
の
者
に
と
り
、
霊
魂
が
肉
体
か
ら
離
脱
す
る
瞬
間
は
非
常
な
恐
怖
を
与

え
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
通
常
、
こ
の
離
脱
は
彼
に
と
っ
て
未

経
験
で
あ
り
、
極
め
て
困
難
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
助
力
す
る
者
を
必
要
と
す

る
。
そ
れ
は
、
人
が
こ
の
世
に
誕
生
す
る
に
際
し
て
、
助
産
婦
を
必
要
と
す

る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
ス
ラ
オ
シ
ャ
が
こ
の
助
力
者
と
さ
れ
、
彼
は

臨
終
に
あ
る
者
を
導
く
と
と
も
に
、
死
者
の
霊
魂
を
狙
う
諸
魔
の
攻
撃
よ
り

そ
れ
を
護
る
。
そ
れ
故
、
生
前
か
ら
自
ら
の
死
を
覚
悟
し
て
準
備
を
怠
る
こ

と
な
く
、
特
に
ス
ラ
オ
シ
ャ
を
祭
っ
て
お
く
事
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
。
も

し
準
備
な
き
場
合
も
、
縁
者
が
死
者
に
代
っ
て
ス
ラ
オ
シ
ャ
を
祭
る
べ
き
で

あ
り
、
そ
の
期
間
は
死
後
三
日
間
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
死
後
三
日
間
は
死
者

の
霊
魂
が
こ
の
世
に
あ
り
、
死
者
の
頭
の
付
近
に
留
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
間
、
彼
は
生
前
の
行
為
を
想
起
し
て
、
そ
れ
に
伴
う
満
足
あ
る
い
は
後

悔
の
念
に
か
ら
れ
る
と
さ
れ
る
（
（（
頁
）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る）11
（

。
そ
し
て
、
人
は
死
後
、
四
日
目
に
チ
ン
ワ
ト
の
橋
に
赴
く

こ
と
に
な
る
が
、
図
十
四
の
下
部
に
描
か
れ
て
い
る
橋
は
、
実
は
そ
の
チ
ン
ワ
ト

橋
に
外
な
ら
な
い
。
続
け
て
岡
田
氏
は
、
関
係
の
深
い
ダ
エ
ー
ナ
ー
（
大
女
神
。

褒
美
の
女
神
ア
シ
の
姉
妹
で
、
ミ
ス
ラ
、
ラ
シ
ュ
ヌ
、
ス
ラ
オ
シ
ャ
を
兄
弟
と
す

る
）
と
併
せ
、
チ
ン
ワ
ト
の
橋
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
た
。

ダ
エ
ー
ナ
ー

死
ん
で
四
日
目
の
朝
、
死
者
の
魂
は
霊
界
へ
と
旅
立
つ
。
そ
の
際
、
ア
ス

ト
ー
・
ウ
ィ
ー
ザ
ー
ト
ゥ
〔
死
を
齎
す
悪
魔
〕
や
ア
エ
ー
シ
ュ
マ
〔
怒
り
の

悪
魔
〕
が
他
の
魔
物
と
と
も
に
襲
撃
し
、
ス
ラ
オ
シ
ャ
、
ウ
ル
ス
ラ
グ
ナ

〔
戦
勝
の
神
〕、
ワ
ユ
〔
善
悪
二
面
を
持
つ
風
の
神
〕
が
加
護
す
る
と
さ
れ

図十三　クーロス石床の鶏
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一
七

る
。
そ
し
て
、
そ
の
者
が
善
人
で
あ
る
場
合
は
、
芳
香
が
南
風
に
の
せ
ら
れ

て
漂
う
中
を
、
一
人
の
美
少
女
が
近
づ
い
て
く
る
。
彼
女
は
死
者
の
ダ
エ
ー

ナ
ー
（
良
心
）
で
あ
る
と
さ
れ
、
十
五
才
の
長
身
で
色
白
、
そ
し
て
乳
房
の

張
り
出
し
た
容
姿
を
も
っ
て
描
か
れ
る
。
彼
女
の
美
し
さ
は
、
死
者
が
生
前

に
見
た
い
か
な
る
女
よ
り
も
優
れ
て
い
る
。
彼
女
は
死
者
の
魂
に
、
自
ら
の

美
し
さ
は
彼
が
生
前
、
善
思
、
善
語
、
善
行
の
三
徳
に
よ
り
彼
女
を
愛
し
て

く
れ
た
故
で
あ
る
と
告
げ
る
。
善
人
の
魂
は
こ
の
美
少
女
に
伴
わ
れ
て
、
天

国
へ
の
旅
に
赴
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
死
者
が
悪
人
の
場
合
は
、

北
風
が
運
ぶ
悪
臭
の
中
を
、
見
る
も
醜
悪
な
老
婆
が
近
づ
い
て
来
る
。
こ
の

嫌
悪
す
べ
き
姿
の
女
は
、
悪
人
の
ダ
エ
ー
ナ
ー
で
、
彼
が
生
前
に
為
し
た
悪

業
の
故
に
か
く
も
醜
い
姿
を
さ
ら
す
の
で
あ
る
。
な
お
死
者
の
魂
が
ダ
エ
ー

ナ
ー
と
再
会
す
る
場
所
に
つ
い
て
は
、
チ
ン
ワ
ト
の
橋
を
渡
る
以
前
と
、
渡

る
後
と
す
る
両
説
が
在
っ
て
一
致
し
て
い
な
い
。

チ
ン
ワ
ト
の
橋

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
で
は
、
こ
の
世
と
あ
の
世
の
間
に
は
橋
が
懸
っ
て
い
る
と

考
え
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
特
に
「
チ
ン
ワ
ト
（
検
別
す
る
意
）
の
橋
」
と
称

す
る
の
は
、
そ
こ
に
お
い
て
善
者
と
悪
者
の
運
命
が
分
た
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
審
判
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
橋
を
、
こ
れ
ま
た
此
岸
と

彼
岸
の
両
世
界
の
仲
介
者
で
あ
る
四
つ
目
の
犬
が
護
っ
て
お
り
、
善
人
が
橋

を
渡
る
に
際
し
て
は
助
力
す
る
が
、
悪
人
の
場
合
は
然
ら
ず
と
さ
れ
る
。
そ

れ
故
ま
た
、
犬
を
迫
害
す
る
者
は
、
そ
の
子
孫
に
ま
で
及
ん
で
チ
ン
ワ
ト
の

橋
は
通
過
し
難
い
も
の
と
な
る
。
こ
の
橋
は
善
人
も
悪
人
も
等
し
く
通
過
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
が
、
善
人
の
場
合
は
橋
の
幅
が
広
く
な
り
容

図十五　史君石室の鶏 図十四　史君石室東壁（E （ ）
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八

易
に
渡
る
事
が
で
き
る
の
に
対
し
、
悪
人
が
渡
る
場
合
は
狭
く
な
っ
て
そ
こ

か
ら
真
っ
逆
様
に
落
下
す
る
。
さ
ら
に
善
人
の
場
合
は
、
ス
ラ
オ
シ
ャ
や

ア
ー
タ
ル
、
そ
れ
に
彼
自
身
の
ダ
エ
ー
ナ
ー
が
助
力
し
て
く
れ
る
。
悪
人
は

こ
の
橋
を
渡
る
恐
ろ
し
さ
に
耐
え
難
く
、
刀
に
て
切
ら
れ
槍
に
て
突
か
れ
る

方
が
ま
だ
ま
し
だ
と
泣
く
と
い
う
。
こ
の
橋
を
無
事
に
渡
り
切
っ
た
者
は
天

国
で
の
運
命
を
約
束
さ
れ
る
が
、
渡
る
途
中
で
落
下
し
た
者
の
行
く
先
は
地

獄
で
あ
る
。
チ
ン
ワ
ト
の
橋
は
ア
フ
ラ
・
マ
ズ
ダ
ー
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も

の
と
さ
れ
る
か
ら
、
死
後
の
審
判
は
究
極
的
に
は
最
高
神
自
ら
の
管
轄
に
あ

る
の
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
神
学
で
は
、
特
に
ミ
ス

ラ
、
ス
ラ
オ
シ
ャ
、
ラ
シ
ュ
ヌ
の
三
神
を
も
っ
て
死
後
の
審
判
に
お
け
る
判

官
と
し
、
こ
れ
に
加
え
て
ウ
ォ
フ
・
マ
ナ
フ
〔
ア
ム
シ
ャ
・
ス
プ
ン
タ
の
一

で
、
善
思
を
意
味
す
る
大
天
使
〕
を
善
・
悪
業
の
記
録
者
と
す
る
。
す
な
わ

ち
、
チ
ン
ワ
ト
の
橋
に
お
い
て
、
判
官
た
る
三
神
が
、
日
に
三
度
記
さ
れ
る

と
す
る
善
・
悪
業
の
調
書
に
基
づ
き
、
死
者
の
魂
に
判
決
を
下
す
の
で
あ
る

（
（（
、
（（
頁
）

以
上
の
説
明
を
元
に
、
図
十
四
（
E（
）
の
内
容
を
少
し
考
え
て
み
る
。
画
面
下
部

の
橋
が
チ
ン
ワ
ト
橋
で
あ
る
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
通
り
で
、
右
下
の
橋
の
袂
に

は
、
パ
ダ
ン
（
火
を
汚
さ
な
い
た
め
の
白
い
布
の
マ
ス
ク
を
付
け
、
火
挟
み
を
持

つ
、
二
人
の
神
官
（
マ
ギ
）
が
立
っ
て
い
る
。
神
官
の
左
上
と
、
さ
ら
に
駱
駝
の

左
上
に
、
燃
え
上
が
る
二
つ
の
炎
が
見
え
る
が
、
そ
れ
ら
は
拝
火
壇
だ
ろ
う
。
神

官
の
上
に
は
、
二
匹
の
犬
が
描
か
れ
て
い
る
。
画
面
の
左
端
、
橋
を
渡
り
終
え
よ

う
と
し
て
い
る
の
が
、
墓
主
の
夫
婦
で
あ
る
。
一
方
、
図
十
四
（
E（
）
上
部
の
図

像
に
は
、
幾
通
り
も
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
曽
布
川
寛
氏
は
、
右
上
の

光
輪
中
、
三
頭
の
牛
の
上
に
胡
坐
す
る
神
像
を
、
ミ
ス
ラ
神
と
見
、
そ
の
下
の
山

を
ミ
ス
ラ
の
住
む
ハ
ラ
ー
山
で
あ
る
と
し
て
、
中
央
の
牛
の
下
に
描
か
れ
た
、
有

翼
の
人
物
を
「
死
者
の
霊
魂
」（
264
頁
）
と
捉
え
ら
れ
て
い
る）11
（

（
沈
氏
は
、
光
輪

中
の
神
を
風
神
〈
後
述
〉、
そ
の
左
の
有
翼
の
女
神
を
ダ
エ
ー
ナ
ー
な
ど
と
さ
れ

る
）。
そ
し
て
、
曽
布
川
氏
が
、「
ミ
ス
ラ
の
図
に
お
い
て
、
ミ
ス
ラ
の
円
形
光
背

の
上
に
掛
け
て
あ
っ
た
帯
状
の
ヴ
ェ
ー
ル
が
二
人
の
天
使
に
よ
っ
て
は
ず
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ミ
ス
ラ
の
登
場
が
…
…
死
後
の
霊
魂
の
出
行
が
行
わ

れ
る
夜
明
け
の
こ
と
で
あ
り
、
夜
の
間
、
輝
く
背
光
を
覆
っ
て
い
た
ヴ
ェ
ー
ル
が

夜
明
け
と
と
も
に
取
り
外
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
」（
264
頁
）
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
と
て
も
興
味
深
い
。
因
み
に
㈨M
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蔵

ソ
グ
ド
石
床
、
正
面
左
板
の
中
央
（
図
版
十
二
の
左
上
中
央
）
は
、
図
十
四

（
E（
）
下
部
と
同
じ
構
図
を
持
つ
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
上
記
の
解
釈
を
裏

付
け
る
、
極
め
て
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る）11
（

。
図
十
六
に
掲
げ
る
の
が
そ
れ
で

あ
る
。
図
十
六
は
、
図
十
四
に
対
し
、
左
右
を
反
転
さ
せ
て
い
る
が
、
そ
の
右
上

に
は
、
確
か
に
チ
ン
ワ
ト
橋
の
一
部
が
見
え
、
駱
駝
の
後
半
身
も
描
か
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
や
は
り
橋
の
袂
（
左
）
に
は
、
パ
ダ
ン
を
付
け
た
一
人
の
神
官
が
、
火

挟
み
を
炎
の
中
に
入
れ
て
立
っ
て
お
り
、
彼
と
橋
と
の
間
に
は
、
燃
え
上
が
る
拝

火
壇
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
神
官
の
左
下
に
は
、
一
匹
の
犬
も
見
え
て
い

て
、
図
十
六
の
図
十
四
に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
残
念
な
こ

と
に
、
駱
駝
の
過
半
は
画
面
が
切
れ
て
い
る
た
め
、
鶏
が
描
か
れ
て
い
た
か
ど
う

か
は
分
か
ら
な
い
。
図
十
四
を
か
く
眺
め
る
時
、
例
え
ば
岡
田
明
憲
氏
が
、「
死

し
て
後
四
日
目
の
朝
、
義
者
な
る
場
合
は
、
彼
〔
ス
ラ
オ
シ
ャ
〕
が
チ
ン
ワ
ト
の

橋
を
案
内
す
る
」（
（（
頁
）
と
説
か
れ
る
如
く）1（
（

、
図
十
四
に
お
け
る
、
死
者
が
チ
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ン
ワ
ト
を
渡
る
時
は
、
朝
な
の
で
あ
り
、
そ
の
日
の
夜
明
け
を
告
げ
る
の
は
、
ス

ラ
オ
シ
ャ
の
使
者
の
鶏
だ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
コ

ン
テ
キ
ス
ト
か
ら
、
図
十
五
の
鶏
は
、
描
き
込
ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
沈
睿
文
氏
も
同
様
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
か
ら
、
㈩
ク
ー
ロ
ス
石
床
の
鶏

（
図
十
三
）、
㈤
史
君
石
室
の
鶏
（
図
十
五
）
と
共
に
、
翟
曹
明
墓
門
の
鶏
（
図

九
）
を
上
げ
て
、
そ
れ
が
ア
ヴ
ェ
ス
タ
に
説
か
れ
る
、
ス
ラ
オ
シ
ャ
の
使
者
と
し

て
の
鶏
に
外
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
図
十
七
は
、
そ
の
翟
曹
明
墓
門
全

体
の
写
真
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
鶏
は
、
そ
の
上
部
の
門
楣
の
左
右
に
描
か
れ

て
い
る
が
、
両
門
扉
に
は
二
人
の
武
神
が
描
か
れ
る
。
そ
の
武
神
の
被
る
日
月
冠

（
三
面
三
日
月
）
は
、
ソ
グ
ド
人
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
と
関
わ
る
こ
と
が
、
姜
伯

勤
氏
に
よ
っ
て
早
く
に
指
摘
さ
れ
て
い
た）11
（

。
ま
た
、
両
武
神
は
、
剣
と
戟
と
を

持
っ
て
い
る
が
、
そ
の
戟
の
方
は
、
一
風
変
わ
っ
た
三
叉
戟
と
な
っ
て
い
て
、
沈

氏
は
そ
れ
を
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
に
お
け
る
、
風
神
の
典
型
的
な
造
形
と
さ
れ
て

い
る
。
加
え
て
、
図
十
四
、
史
君
石
室
東
壁
の
右
上
に
描
か
れ
た
、
光
輪
中
の
神

像
も
ま
た
、
右
手
に
三
叉
戟
を
も
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
沈
氏
は
そ
の
事
実
を

以
っ
て
、
件
の
神
像
を
風
神
と
認
定
す
る
、
根
拠
の
一
つ
と
さ
れ
た
の
で
あ
る）11
（

。

一
方
、
そ
れ
に
対
し
て
、
曽
布
川
氏
が
そ
の
神
像
を
ミ
ス
ラ
神
と
す
る
こ
と
は
、

前
述
の
通
り
だ
が
、
そ
の
持
ち
物
と
三
頭
の
牛
に
つ
い
て
、

こ
の
神
像
は
ま
た
三
頭
の
牛
に
坐
し
て
右
手
に
は
小
型
の
武
器
状
の
も
の
を

図十六　MIHO MUSEUM蔵ソグド石床
（正面左板中央）

図十七　翟曹明墓門
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握
っ
て
い
る
。
武
器
は
刃
が
四
つ
放
射
状
に
出
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
こ

の
持
ち
物
に
つ
い
て
は
、「
ミ
フ
ル
・
ヤ
シ
ュ
ト
」
第
二
四
節
（
（（
）
が
ミ

ス
ラ
神
の
武
神
と
し
て
の
卓
越
を
讚
え
て
い
う
、
頑
丈
な
る
黄
金
で
鋳
造
さ

れ
た
最
強
の
武
器
の
「
金
剛
杵
」
が
該
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
ミ
ス
ラ

神
は
こ
れ
を
「
手
に
握
っ
て
」
敵
を
倒
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
三
頭

の
牛
の
座
に
つ
い
て
は
、「
ミ
フ
ル
・
ヤ
シ
ュ
ト
」
が
ミ
ス
ラ
を
讚
え
る
言

葉
と
し
て
常
に
冒
頭
に
「
ミ
ス
ラ
、
広
き
牧
地
の
主
を
我
ら
は
祭
る
」
と
述

べ
る
よ
う
に
、
牧
地
の
主
で
あ
っ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
り
、
ミ
ス
ラ
神
の
住

む
ハ
ラ
ー
山
の
牧
地
に
は
「
畜
牛
の
た
め
に
牧
草
が
繁
茂
」
し
て
い
た
と
い

う
。
司
法
神
、
太
陽
神
、
武
神
な
ど
ミ
ス
ラ
神
の
有
す
る
多
面
的
な
性
格
の

な
か
で
も
、「
牧
地
の
主
」
と
い
う
恐
ら
く
は
本
来
の
牧
畜
神
的
性
格
を
表

さ
ん
が
た
め
に
三
頭
の
牛
の
座
に
乗
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
（
260
、
261
頁
）

と
述
べ
ら
れ
た
。
即
ち
、
ま
ず
そ
の
持
ち
物
は
、
ア
ヴ
ェ
ス
タ
の
ヤ
シ
ュ
ト
（
頌

神
歌
）
十
章
「
ミ
フ
ル
・
ヤ
シ
ュ
ト
」
（（
編
（（
節
に
、

　

（（ 

彼
は
槌
矛
を
手
に
持
つ
。
そ
れ
は
百
の
突
起
、
百
の
刃
が
つ
い
て
お
り
、
そ

れ
が
振
り
お
ろ
さ
れ
る
と
人
を
倒
す
。
そ
れ
は
黄
色
い
金
属
で
、
固
い
金
で

で
き
て
い
る
。
武
器
の
中
で
最
も
強
く
、
武
器
の
中
で
最
も
勝
利
に
満
ち
て

い
る

と
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え）11
（

、
金
剛
杵
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
金
剛
杵
と
は
、

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
ヴ
ァ
ジ
ラvajra

の
漢
訳
で
、
印
度
ヴ
ェ
ー
ダ
神
話
の
イ
ン

ド
ラ
（
仏
教
で
は
帝
釈
天
）
な
ど
の
武
器
と
し
て
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
金
剛

杵
に
は
、
先
が
三
つ
に
分
か
れ
た
三
鈷
杵
（
五
鈷
杵
も
あ
る
）
が
あ
っ
て
、
図
十

四
の
神
像
は
、
確
か
に
三
鈷
杵
を
掲
げ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
か
ら
、
そ
れ
が

三
叉
戟
か
、
金
剛
杵
か
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
で
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

し
か
し
、
神
像
が
牛
に
載
っ
て
い
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
、
ミ
ス
ラ
の
前
身
で

も
あ
る
ミ
ト
ラ
ス
（
ミ
ト
ラ
）
神
が
、
牛
を
屠
る
神
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
こ
と

を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う）11
（

。
こ
こ
で
は
立
ち
入
ら
な
い
が
、
図
十
四
の
神
像
は
、

牛
や
鶏
な
ど
と
の
関
連
か
ら
、
曽
布
川
氏
の
言
う
ミ
ス
ラ
で
あ
る
可
能
性
が
高
い）11
（

。

　

と
も
あ
れ
、
翟
門
生
石
床
の
鶏
（
図
九
）
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
私
に
と
っ
て
、

沈
氏
の
鶏
を
め
ぐ
る
考
察
は
、
画
期
的
な
も
の
と
思
わ
れ
た
。
一
昨
年
十
二
月
、

図
版
二
を
製
作
す
る
た
め
、
呉
氏
の
許
可
の
下
、M

IH
O

 M
U

SEU
M

に
お
い
て
、

墓
門
（
拓
本
）
の
撮
影
を
行
う
こ
と
が
叶
い
、
稲
垣
肇
氏
が
立
ち
会
っ
て
下
さ
っ

た
。
同
じ
翟
姓
の
墓
門
の
こ
と
で
も
あ
り
、
私
が
稲
垣
氏
に
翟
曹
明
墓
門
の
鶏

（
図
九
、
図
十
七
）
の
こ
と
及
び
、
そ
れ
に
関
す
る
沈
睿
文
論
文
の
説
（
図
十
三
、

図
十
五
）
を
話
す
と
、
稲
垣
氏
が
翟
門
生
の
墓
門
上
部
を
指
差
し
て
、「
そ
う
言

え
ば
、
こ
れ
も
鶏
で
す
ね
。
鶏
冠
や
肉
垂
が
あ
り
ま
す
よ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
に
、

私
は
仰
天
し
た
。
図
十
八
は
、
翟
門
生
石
床
の
墓
門
、
そ
し
て
、
図
十
九
と
図
二

十
は
、
そ
の
門
楣
と
鶏
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
翟
門
生
石
床
の
門
楣
（
図
十

九
）
は
、
中
央
に
饕と
う

餮て
つ

の
紋
、
左
右
に
鳥
を
描
い
て
い
る
が
、
そ
の
二
羽
の
鳥
は
、

確
か
に
頭
を
鶏
と
し
て
造
形
さ
れ
て
お
り
、
沈
氏
の
指
摘
さ
れ
た
ク
ー
ロ
ス
石
床

の
鶏
（
図
十
三
）
と
同
じ
で
あ
る
。
私
は
そ
れ
ら
を
鳳
凰
と
思
っ
て
見
過
越
し
て

き
た
訳
で
、
先
入
観
と
い
う
も
の
は
や
は
り
怖
い
。
翟
門
生
石
床
の
門
楣
が
中
央

に
饕
餮
、
左
右
に
鶏
を
描
く
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
れ
は
翟
曹
明
墓
門
の
門

楣
（
図
九
）
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
翟
曹
明
墓
門
の
門
扉
に
描
か
れ
た
二

人
の
武
神
は
（
図
十
七
参
照
）、
翟
門
生
石
床
墓
門
の
門
扉
（
層
に
も
見
え
る
か

ら
（
図
十
八
）、
両
者
の
意
匠
に
は
意
外
に
高
い
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。
図
二
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二
一

十
一
は
、
翟
門
生
石
床
墓
門
の
門
扉
下
部
に
描
か
れ
た
、
二
人
の
武
神
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
武
神
二
人
は
坐
形
で
表
わ
さ
れ
（
左
の
武
神
は
、
牀
の
上
に
左
膝

を
立
て
る
）、
右
の
武
神
は
、
右
手
に
盾
を
構
え
、
左
手
の
剣
を
左
の
肩
に
当
て

て
い
る
。
左
の
武
神
は
、
左
手
で
盾
を
構
え
、
右
手
の
剣
を
地
面
に
突
い
て
、
そ

の
柄
を
肩
に
当
て
て
い
る
。
す
る
と
、
翟
曹
明
墓
門
の
武
神
は
、
そ
れ
ら
を
立
像

に
し
て
扉
の
前
面
に
拡
大
し
た
も
の
と
も
捉
え
ら
れ
る
。
か
く
眺
め
る
な
ら
ば
、

両
者
の
年
代
に
は
三
十
年
以
上
の
隔
た
り
が
あ
る
も
の
の
、
翟
門
生
石
床
の
墓
門

は
、
翟
曹
明
墓
門
の
祖
型
を
な
す
も
の
と
見
做
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
翟
門
生
石
床
の
墓
門
門
楣
に
鶏
を
認
め
る
と
、
思
い
掛
け
な
い
視
野
が

広
が
っ
て
来
る
。
ソ
グ
ド
人
で
は
な
い
が
、
例
え
ば
北
周
婁
叡
墓
（
五
七
〇
年
）

の
墓
門
、
北
斉
徐
顕
秀
墓
（
五
七
一
年
）
の
墓
門
な
ど
の
門
額
も
、
翟
門
生
石
床

の
門
楣
と
同
じ
く
、
饕
餮
紋
の
左
右
に
鶏
を
配
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
一
見
、
朱

雀
の
如
く
だ
が）11
（

、
や
は
り
鶏
冠
と
肉
垂
と
が
描
か
れ
、
頭
部
は
明
ら
か
に
鶏
で
あ

る
。
図
二
十
二
は
、
婁
叡
墓
門
額
の
鶏）11
（

、
図
二
十
三
は
、
徐
顕
秀
墓
門
額
の
鶏
を

示
し
た
も
の
で
あ
る）11
（

。
で
は
、
婁
叡
や
徐
顕
秀
は
、
ソ
グ
ド
人
で
は
な
い
に
も
関

わ
ら
ず
何
故
、
彼
ら
の
墓
門
に
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
雄
鶏
が
描
き
込
ま
れ
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
間
違
い
な
い
の
は
、
中
国
人
も
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
を
受
容
し
た
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
。
異
文
化
の
交
流
は
、
双
方
に
影
響
を
齎
す
か
ら
で
あ
る
。
な
お

こ
の
問
題
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

図十八　翟門生石床の墓門



翟
門
生
石
床
と
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教

（上）
（
黒
田　

彰
）

二
二

図二十一　翟門生石床墓門、門扉の武神

図十九　翟門生石床墓門の門楣

図二十　墓門門楣の鶏
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二
三

図二十三　徐顕秀墓門額の鶏

図二十二　婁叡墓門額の鶏



翟
門
生
石
床
と
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教

（上）
（
黒
田　

彰
）

二
四

〔
注
〕

（
（
） 拙
稿
「
呉
氏
蔵
東
魏
武
定
元
年
の
翟
門
生
石
床
に
つ
い
て
─
翟
門
生
石
床
の
孝
子

伝
図
─
」（『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
101
、
平
成
（（
〈
二
〇
一
七
〉
年
（
月
）

（
（
） 拙
稿
「
翟
門
生
石
床
の
竹
林
七
賢
図
─
北
朝
に
お
け
る
七
賢
図
攷
─
」（『
文
明
を

つ
な
ぐ
も
の 

中
央
ア
ジ
ア
』〈
二
〇
二
二
年
秋
季
特
別
展
図
録
、M

IH
O

 
M

U
SEU

M
, 

令
和
（
（
二
〇
二
二
）
年
（
月
〉
所
収
）

（
（
） 拙
稿
「
翟
門
生
覚
書
─
呉
氏
蔵
東
魏
武
定
元
年
翟
門
生
石
床
に
つ
い
て
─
」（『
京

都
語
文
』
（（
、
平
成
（（
〈
二
〇
一
七
〉
年
（（
月
）。
注
（
（
）
後
掲
書
に
中
国
語

訳
を
収
め
る
）

（
（
） 呉
強
華
、
趙
超
氏
『
翟
門
生
的
世
界 

糸
綢
路
上
的
使
者
』（
文
物
出
版
社
、
二
〇

二
二
年
）

（
（
） 図
版
一
は
、
呉
氏
提
供
の
拓
本
写
真
に
拠
る
（
以
下
も
同
じ
）

（
（
） 図
版
二
は
、
黎
明
舎
（
立
松
洋
行
氏
）
の
撮
影
、
作
成
に
掛
る
も
の
で
あ
る
。

（
（
） 注
（
（
）
前
掲
拙
稿
、
図
二
（
注
（
（
）
前
掲
書
（（
頁
、
図
二
）
参
照
。

（
（
） 墓
門
誌
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
注
（
（
）
前
掲
書
（
頁
「
翟
門
生
墓
誌
釈
読
」
参

照
。

（
（
） 図
版
三
、
四
は
、
注
（
（
）
前
掲
書
図
版
（（
、
（（
に
拠
る
。

（
（0
） 翟
門
生
石
床
の
孝
子
伝
図
に
つ
い
て
は
、
注
（
（
）
前
掲
拙
稿
を
、
そ
の
竹
林
七

賢
図
に
つ
い
て
は
、
注
（
（
）
前
掲
拙
稿
を
、
そ
れ
ぞ
れ
参
照
さ
れ
た
い
。

（
（（
） 図
版
十
、
十
二
は
、
注
（
（
）
前
掲
図
録
、
図
版

［（（］
に
拠
る
。

（
（（
） 図
版
十
一
は
、A

nnette L. Juliano and Judith A
. Lerner, T

he M
iho 

couch revisited in light of recent discoveries, O
rientations （（

・（, 
O

ctober （00（, fig （b

に
拠
る
。

（
（（
） 図
版
十
三
、
十
四
は
、M

usée Guim
et, Lit de pierre, som

m
eil barbare, 

Présentation, après restauration et rem
ontage, d’une banquette 

funéraire ayant appartenu à un aristocrate d’A
sie centrale venu 

s’établir en Chine au V
I e siècle, M

usée Guim
et,Paris, （00（, 

図
（（
、
（（
、

（0
、
（（
、
（（
、
（（
、
（（
、
（（
、
（（
、
（0
及
び
、
図
（0
、
（（
、
（（
、
（（
に
拠
る
。
図

版
の
順
序
は
、
同
書
の
復
元
に
従
う
。
な
お
そ
の
屏
囲
及
び
、
台
座
の
モ
ノ
ク
ロ

写
真
の
図
版
は
、
徳
凱
琳
（C

atherine D
elacour

）、
黎
北
嵐
（Pénélope 

R
iboud

）
氏
（
施
純
琳
氏
訳
）「
巴
黎
吉
美
博
物
館
展
囲
屏
石
榻
上
刻
絵
的
宴
飲

和
宗
教
題
材
」（『
（
～
（
世
紀
的
北
中
国
与
欧
亜
大
陸
』〈
科
学
出
版
社
、
二
〇

〇
六
年
〉
所
収
）
図
二
─
図
一
七
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
の
図
一
六

中
段
、
台
座
後
面
（
（（（
頁
。
図
版
十
四
、
上
に
該
当
す
る
）
の
左
右
が
反
転
し
て

し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
囲
屏
十
面
の
線
描
図
は
、

万
毅
氏
「
巴
黎
吉
美
博
物
館
展
胡
人
石
棺
牀
図
像
試
探
」（『
芸
術
史
研
究
』
（（
、

二
〇
一
〇
年
）
図
（
─
図
（（
に
も
転
載
さ
れ
る
。

（
（（
） 曽
布
川
寛
氏
「
中
国
出
土
の
ソ
グ
ド
石
刻
画
像
試
論
」（
同
氏
編
『
中
国
美
術
の

図
像
学
』〈
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
平
成
（（
（
二
〇
〇
六
）
年
〉
二
部
所

収
）

（
（（
） 曽
布
川
寛
氏
「
中
国
出
土
ソ
グ
ド
石
刻
画
像
の
図
像
学
」（
曽
布
川
寛
、
吉
田
豊

氏
編
『
ソ
グ
ド
人
の
美
術
と
言
語
』〈
臨
川
書
店
、
平
成
（（
（
二
〇
一
一
）
年
〉

五
部
所
収
）

（
（（
） 注
（
（（
）
前
掲
書

（
（（
） 万
毅
氏
注
（
（（
）
前
掲
論
文
及
び
、
屈
濤
氏
「
出
土
証
：
一
个
無
法
回
避
的
問
題

─
法
文
版
《
石
屏
，
野
蛮
睡
眠
》
一
書
的
另
外
一
種
“
読
後
感
”」（『
粟
特
人
在

中
国 

考
古
発
現
与
出
土
文
献
的
新
印
証
』〈
寧
夏
文
物
考
古
研
究
所
叢
刊
（（
、
科

学
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
〉
下
所
収
）
参
照
。
な
お
ク
ー
ロ
ス
石
床
は
、
欧
州
の

私
人
蔵
な
ど
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
れ
は
有
名
な
ス
イ
ス
の
蒐
蔵
家

V
ahid K

ooros

氏
の
所
蔵
品
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
と
し
た
の
が
、
Ｂ
・
Ｉ
・

マ
ル
シ
ャ
ー
ク
氏
で
、
同
氏T

he sarcophagus of sabao Yu H
ong, a head 

of the foreign m
erchants (（（（-（（) (O

rientations （（

・（, O
ctober （00（) 

（（ 

頁
に
、

a couch from
 the Vahid K

ooros collection w
hich w

as recently 
exhibited by the M

usée Guim
et (M

usée Guim
et, （00（)

と
あ
る
。

（
（（
） 例
え
ば
、
影
山
悦
子
氏
は
、
以
下
の
十
三
点
を
ソ
グ
ド
人
葬
具
と
し
て
上
げ
ら
れ

て
い
る
（
同
氏
「
ソ
グ
ド
人
の
墓
と
葬
具
─
中
国
と
ソ
グ
ド
デ
ィ
ア
ナ
」〈
森
部

豊
氏
編
『
ソ
グ
ド
人
と
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
文
化
交
渉
』、
ア
ジ
ア
遊
学
175
、
勉
誠

出
版
、
平
成
（（
（
二
〇
一
四
）
年
〉
一
所
収
）



佛
教
大
学
　
文
学
部
論
集
　
第
一
〇
八
号
（
二
〇
二
四
年
三
月
）

二
五

①
西
安
出
土
康
業
墓
石
棺
牀
囲
屏

②
陝
西
省
靖
辺
出
土
翟
曹
明
墓
石
門

③
西
安
出
土
安
伽
墓
石
棺
牀
囲
屏

④
西
安
出
土
史
君
・
康
氏
合
葬
墓
石
槨

⑤
太
原
出
土
虞
弘
・
妻
合
葬
墓
石
槨

⑥
甘
粛
省
天
水
出
土
墓
石
棺
牀
囲
屏

Ⓐ
伝
安
陽
出
土
石
棺
牀
囲
屏

ⒷM
IH

O
 M

U
SEU

M

所
蔵
囲
屏

Ⓒ
ⒹS.W

hite &
 L.Levy

私
蔵
石
棺
牀
台
座
正
面
二
点

ⒺV.K
ooros

私
蔵
石
棺
牀
囲
屏

Ⓕ V
ictoria &

 A
lbert M

useum

所
蔵
台
座
正
面
（G.Eum
orfopoulos

旧
蔵
）

Ⓖ
伝
洛
陽
安
備
墓
出
土
台
座
正
面
・
背
面

 

こ
れ
を
曽
布
川
説
と
較
べ
る
と
、
曽
布
川
説
の
、

（
二
）
青
州
傅
家
村
墓

が
な
い
こ
と
、
及
び
、
②
、
Ⓒ
Ⓓ
、
Ⓕ
、
Ⓖ
五
点
の
墓
門
、
台
座
を
加
え
る
こ
と

が
上
げ
ら
れ
る
（
②
翟
曹
明
墓
門
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）。
即
ち
、（
二
）
を
除

く
八
点
が
曽
布
川
説
と
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。（
二
）
を
除
く
理
由
と
し
て
、

影
山
氏
は
、

山
東
省
益
都
で
は
表
面
に
線
刻
画
の
あ
る
石
板
が
九
点
発
見
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
に
は
、
深
目
高
鼻
の
ソ
グ
ド
人
ら
し
い
商
人
の
姿
が
表
さ
れ
、
駱
駝
の

背
に
商
品
を
積
ん
で
運
ぶ
様
子
や
、
商
品
を
主
人
に
差
し
出
す
様
子
が
表
現

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
線
刻
画
に
表
さ
れ
た
主
人
は
ソ
グ
ド
人
で
あ
る
、
と
す

る
見
方
が
あ
る
。
し
か
し
、
主
人
の
顔
つ
き
は
商
品
を
差
し
出
す
商
人
と
は

明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
し
、
彼
の
頭
飾
は
、
北
斉
に
仕
え
た
鮮
卑
系
の
徐

顕
秀
の
墓
（
太
原
、
五
六
五
年
埋
葬
）
に
描
か
れ
た
主
人
と
同
じ
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
線
刻
画
の
主
人
も
ソ
グ
ド
人
で
は
な
く
鮮
卑
族
と
考
え
る
の
が
妥

当
だ
ろ
う
（
（0
頁
上
）

と
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
課
題
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
影
山
氏
の
上
げ

ら
れ
た
台
座
な
ど
も
非
常
に
重
要
だ
が
、
Ⓒ
Ⓓ
と
さ
れ
た
も
の
等
、M

IH
O

　

M
U

SEU
M

蔵
ソ
グ
ド
石
床
と
一
具
の
も
の
で
あ
る
な
ど
（
図
版
十
一
参
照
。
影

山
氏
「
中
国
北
部
で
居
住
し
た
ソ
グ
ド
人
の
石
製
葬
具
浮
彫
」〈『
西
南
ア
ジ
ア
研

究
』
（（
、
平
成
（（
（
二
〇
〇
四
）
年
（
月
〉
に
そ
の
指
摘
が
あ
る
）、
な
お
整
理

が
必
要
で
あ
る
。

（
（（
） そ
の
内
、（
八
）M

IH
O

 M
U

SE
U

M

蔵
ソ
グ
ド
石
床
に
つ
い
て
は
、
稲
垣
肇
氏

に
よ
る
「
中
国
北
朝
製
葬
具
の
発
達
とM

IH
O

 M
U

SE
U

M

石
榻
囲
屏
門
闕
の

復
元
試
論
」（『M

IH
O

 M
U

SEU
M

研
究
紀
要
』
（
、
平
成
（（
〈
二
〇
〇
九
〉
年

（
月
）
と
い
う
、
優
れ
た
論
攷
が
あ
っ
て
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
を
始
め
と
す
る
、

多
方
面
か
ら
の
図
像
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
是
非
参
照
さ
れ
た
い
。

（
（0
） 図
二
下
は
、
呉
氏
提
供
の
原
石
写
真
に
拠
る
。

（
（（
） 岡
田
明
憲
氏
『
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教 

神
々
へ
の
讚
歌
』（
平
河
出
版
社
、
昭
和
（（

〈
一
九
八
二
〉
年
）

（
（（
） 岡
田
明
憲
氏
『
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
悪
魔
払
い
』（
平
河
出
版
社
、
昭
和
（（
〈
一

九
八
四
〉
年
）

（
（（
） 図
三
は
、
メ
ア
リ
ー
・
ボ
イ
ス
氏
『
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教 

三
五
〇
〇
年
の
歴
史
』

（
山
本
由
美
子
氏
訳
、
講
談
社
学
術
文
庫
版
、
平
成
（（
〈
二
〇
一
〇
〉
年
）
五
章

112
頁
「
パ
サ
ル
ガ
ダ
エ
の
火
の
祭
壇
の
復
元
図
」
に
拠
る
。

（
（（
） 図
四
は
、
マ
ロ
ン
・
ギ
ル
シ
ュ
マ
ン
氏
『
古
代
イ
ラ
ン
の
美
術
』（
新
規
矩
男
、

岡
谷
公
二
氏
訳
、
新
潮
社
、
昭
和
（（
〈
一
九
六
六
〉
年
）
Ⅰ
図
版
276
に
拠
る
。

（
（（
） 青
木
健
氏
『
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
』（
講
談
社
メ
チ
エ
408
、
平
成
（0
〈
二
〇
〇
八
〉

年
）
134
頁

（
（（
） 図
五
は
、『
西
安
北
周
安
伽
墓
』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
図
一
三
に
拠
る
。

（
（（
） 図
六
は
、『
北
周
史
君
墓
』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）
図
版
一
四
、
一
五
に

拠
る
。

（
（（
） 図
七
は
、『
太
原
隋
虞
弘
墓
』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
図
版
七
〇
に
拠
る
。

（
（（
） 図
九
は
、『
三
秦
瑰
宝 

陝
西
新
発
見
文
物
精
華
』
133
頁
に
拠
る
。

（
（0
） 岡
田
氏
注
（
（（
）
前
掲
書

（
（（
） 『
原
典
完
訳 

ア
ヴ
ェ
ス
タ 

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
聖
典
』（
野
田
恵
剛
氏
訳
、
国
書

刊
行
会
、
令
和
（
〈
二
〇
二
〇
〉
年
）
Ⅳ
部
に
拠
る
。

（
（（
） 図
十
は
、M

IH
O

 M
U

SEU
M

注
（
（
）
前
掲
図
録
、
図
版

［（（］
に
拠
る
。
な
お
同



翟
門
生
石
床
と
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教

（上）
（
黒
田　

彰
）

二
六

図
録
二
章
「
自
然
の
循
環
を
超
え
る
も
の 

イ
ラ
ン
の
台
頭
と
精
神
世
界
の
転
換
」

（
稲
垣
肇
氏
執
筆
）「
魂
を
覚
醒
さ
せ
る
も
の
」（
（（
─
（0
頁
）
に
は
、
前
十
三

世
紀
以
来
の
西
ア
ジ
ア
に
お
け
る
雄
鶏
造
型
の
系
譜
が
詳
論
さ
れ
て
お
り
、
図
十

と
併
せ
見
る
べ
きFig. （0

─Fig. （（

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
非
常
に
貴
重

で
、
是
非
参
照
さ
れ
た
い
。

（
（（
） 図
十
一
は
、
Ｒ
・
ギ
ル
シ
ュ
マ
ン
氏
注
（
（（
）
前
掲
書
Ⅱ
、
図
版
280
に
拠
る
。

（
（（
） 図
十
二
は
、
羅
豊
、
栄
新
江
氏
「
北
周
西
国
胡
人
翟
曹
明
墓
志
及
墓
葬
遺
物
」

（
注
（
（（
）
前
掲
書
上
所
収
）
図
（（
に
拠
る
。
そ
の
録
文
と
考
釈
に
つ
い
て
は
、

同
論
攷
279
─
283
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
（（
） 注
（
（
）
前
掲
拙
稿

（
（（
） 沈
睿
文
氏
「
吉
美
博
物
館
所
蔵
石
重
床
的
幾
点
思
考
」（『
三
夷
教
研
究
─
林
悟
殊

先
生
古
稀
記
念
論
文
集
』〈
蘭
州
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
〉
（（
所
収
）

（
（（
） 図
十
四
、
図
十
五
は
、
注
（
（（
）
前
掲
書
図
版
三
六
、
図
版
三
八
に
拠
る
。

（
（（
） 岡
田
氏
注
（
（（
）
前
掲
書

（
（（
） 曽
布
川
氏
注
（
（（
）
前
掲
論
文

（
（0
） 曽
布
川
氏
注
（
（（
）
前
掲
論
文
126
頁

（
（（
） 岡
田
氏
注
（
（（
）
前
掲
書

（
（（
） 姜
伯
勤
氏
『
中
国
祆
教
芸
術
史
研
究
』（
三
聯
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）
下
編
十
章

二
（
180
、
181
頁
）。
な
お
日
月
冠
（
三
面
三
日
月
冠
）
に
つ
い
て
は
、
影
山
悦
子

氏
「
中
国
新
出
ソ
グ
ド
人
葬
具
に
見
ら
れ
る
鳥
翼
冠
と
三
面
三
日
月
冠
─
エ
フ
タ

ル
の
中
央
ア
ジ
ア
支
配
の
影
響
─
」（『
オ
リ
エ
ン
ト
』
（0
・
（
、
平
成
（0
〈
二
〇

〇
八
〉
年
（
月
）
に
詳
し
い
。

（
（（
） 沈
氏
注
（
（（
）
前
掲
論
文
436
、
437
、
451
頁
。
な
お
風
神
に
つ
い
て
は
、
栄
新
江
氏

「
仏
像
還
是
祆
神
？
─
従
于
闐
看
糸
路
宗
教
的
混
同
形
態
」（『
九
州
学
林
』
（
・

（
〈
二
〇
〇
三
年
冬
季
〉、
二
〇
〇
四
（
月
）
参
照
。

（
（（
） 野
田
恵
剛
氏
訳
注
（
（（
）
前
掲
書
Ⅴ
部
に
よ
る
。

（
（（
） 牛
を
屠
る
神
と
し
て
の
ミ
ト
ラ
ス
神
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
Ｍ
・
Ｊ
・
フ
ェ
ル

マ
ー
ス
レ
ン
氏
『
ミ
ト
ラ
ス
教
』（
小
川
英
雄
氏
訳
、
山
本
書
店
、
昭
和
（（
〈
一

九
七
三
〉
年
）
に
詳
し
い
。
ミ
ト
ラ
ス
神
は
ま
た
、
鶏
と
も
深
く
関
わ
る
神
で
あ

る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
例
え
ば
ロ
ー
マ
の
ア
ヴ
ェ
ン
テ
ィ
ヌ
丘
に
あ
る
、
サ
ン

タ
・
プ
リ
ス
カ
教
会
地
下
の
ミ
ト
ラ
ス
神
殿
（
二
〇
二
年
改
修
）
の
左
の
壁
面
に

描
か
れ
た
壁
画
（
二
二
〇
年
頃
）
中
に
、
雄
鶏
を
持
つ
一
人
物
が
い
て
、
フ
ェ
ル

マ
ー
ス
レ
ン
氏
は
そ
の
事
実
に
つ
い
て
、

神
殿
内
の
左
手
の
壁
面
に
は
、
ス
オ
ウ
ェ
タ
ウ
リ
リ
ア
、
す
な
わ
ち
、
牡
牛
、

羊
、
豚
を
用
い
た
皇
帝
に
よ
る
公
式
の
供
儀
の
式
典
が
、
生
々
と
描
か
れ
た

壁
画
が
あ
る
。
正
面
に
は
行
列
中
の
他
の
参
会
者
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、

「
獅
子
」
位
の
称
号
を
も
つ
信
徒
が
歩
を
進
め
る
（
こ
の
人
物
の
部
分
は
断

片
的
に
し
か
遺
存
し
て
い
な
い
）。
次
に
は
、
白
い
牛
を
ひ
く
人
物
が
く
る
。

そ
の
後
か
ら
は
大
き
な
雄
鶏
を
抱
え
た
「
獅
子
」
位
の
信
徒
が
行
く
。
彼
は

短
衣
を
ま
と
い
、
あ
ご
の
周
り
に
き
れ
い
に
カ
ッ
ト
さ
れ
た
ひ
げ
を
た
く
わ

え
て
い
る
。
そ
の
次
に
は
、
目
の
前
の
一
頭
の
牡
牛
を
駆
り
た
て
る
た
め
に
、

前
屈
み
に
な
っ
た
人
物
が
い
る
。
画
家
の
描
き
方
は
、
い
く
ぶ
ん
印
象
派
風

と
で
も
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
室
内
に
目
が
向
い
て
い
る
唯
一
の
人
物

で
あ
る
が
、
彼
の
視
線
と
観
察
者
の
そ
れ
と
が
一
致
す
る
こ
と
は
な
い
。
し

か
し
、
ひ
と
た
び
入
念
に
観
察
す
る
な
ら
ば
、
彼
は
決
し
て
忘
れ
が
た
い
印

象
を
残
す
。
彼
は
誇
り
高
く
自
分
の
奉
納
物
を
も
っ
て
行
列
に
加
わ
り
、
儀

式
に
没
頭
し
き
っ
て
い
る
。
行
列
の
最
後
に
は
、「
獅
子
」
位
に
あ
る
ニ
ケ

フ
ォ
ル
ス
（
意
味
は
「
勝
利
を
も
た
ら
す
も
の
」）
と
テ
オ
ド
ル
ス
（「
神
の

賜
物
」）
が
つ
く
。
前
者
は
聖
什
器
を
奉
持
し
、
後
者
は
野
猪
を
連
れ
て
い

る
。
こ
の
シ
ー
ン
は
三
世
紀
に
お
け
る
ス
オ
ウ
ェ
タ
ウ
リ
リ
ア
祭
の
様
子
を

示
す
も
の
で
し
か
な
い
が
、
こ
の
種
の
テ
ー
マ
の
絵
で
は
唯
一
の
遺
残
物
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
が
ミ
ト
ラ
ス
神
崇
拝
の
中
に
現
れ
る
と
い
う
こ
と

も
、
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
牡
牛
が
行
列
の
先
頭
に
あ
る
が
、
カ
プ
ア

の
ミ
ト
ラ
ス
神
殿
の
壁
画
に
出
る
、
ミ
ト
ラ
ス
神
に
よ
っ
て
屠
ら
れ
る
巨
大

な
聖
牛
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
の
表
面
は
白
色
で
あ
る
。
雄
鶏
の
存
在
も
ま
た

特
記
す
る
に
値
す
る
。
そ
れ
は
サ
ン
タ
・
プ
リ
ス
カ
教
会
の
ミ
ト
ラ
ス
神
殿

で
は
下
層
の
壁
画
に
も
、
さ
ら
に
ま
た
、
左
手
の
壁
画
に
も
見
出
さ
れ
る
。

雄
鶏
は
ペ
ル
シ
ア
神
話
で
は
聖
鳥
で
あ
っ
て
、
そ
の
鳴
声
に
よ
っ
て
悪
霊
た

ち
を
追
い
払
う
と
さ
れ
る
。
ア
フ
ラ
・
マ
ズ
ダ
神
の
信
徒
た
ち
は
こ
の
鳥
を

神
聖
視
し
、
と
り
わ
け
白
い
雄
鶏
は
ア
フ
ラ
・
マ
ズ
ダ
神
に
も
ミ
ト
ラ
ス
神



佛
教
大
学
　
文
学
部
論
集
　
第
一
〇
八
号
（
二
〇
二
四
年
三
月
）

二
七

に
も
捧
げ
ら
れ
た
。
こ
の
信
仰
が
西
方
ロ
ー
マ
世
界
に
流
布
し
た
こ
と
は
、

文
献
中
に
い
く
つ
も
証
拠
が
あ
る
。
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
が
、
洗
礼
は
雄
鶏
が

ト
キ
を
つ
く
る
時
刻
に
受
け
よ
、
と
勧
め
る
の
は
、
悪
魔
王
サ
タ
ン
と
そ
の

配
下
の
デ
モ
ン
た
ち
を
追
い
払
う
と
い
う
雄
鶏
の
力
の
信
仰
が
す
で
に
受
容

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
彼
の
記
述
は
入
信
儀
式
の
碑
文
中
の

「
夜
明
け
に
」
と
い
う
文
句
を
想
起
さ
せ
る
。
ニ
ケ
フ
ォ
ル
ス
が
手
に
し
て

い
た
聖
什
器
は
ブ
ド
ウ
酒
用
か
、
あ
る
い
は
供
儀
式
で
屠
ら
れ
た
牡
牛
の
血

を
受
け
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
（
（（
、
（（
頁
）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
氏
は
、
カ
ウ
テ
ス
と
カ
ウ
ト
パ
テ
ス
と
い
う
、

「
牛
屠
り
の
図
に
必
ず
つ
い
て
い
る
…
…
二
つ
の
神
像
が
あ
」
っ
て
、「
上
ま
た

は
下
に
向
け
た
松
明
を
も
」
っ
て
お
り
、「
前
者
は
昇
り
行
く
朝
の
太
陽
の
、
ま

た
後
者
は
沈
み
行
く
夕
暮
れ
の
太
陽
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
」
が
、
そ
の
「
カ
ウ
テ

ス
神
の
足
元
に
は
、
ト
キ
を
告
げ
る
雄
鶏
が
見
え
る
」（
（（
頁
）
こ
と
も
指
摘
し
、

「
古
代
ギ
リ
シ
ア
で
は
、
鶏
は
ペ
ル
シ
ア
の
鳥
と
呼
ば
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
鳴
き

声
は
悪
霊
ど
も
を
追
い
払
う
と
さ
れ
た
」（
（（
、
（（
頁
）
と
言
う
。
因
み
に
、
カ

ウ
テ
ス
と
カ
ウ
ト
パ
テ
ス
と
い
う
二
神
は
、
イ
ラ
ン
に
お
い
て
ご
く
初
期
に
は
、

最
高
神
と
ミ
ト
ラ
神
と
は
区
別
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
や
が
て
ミ
ス
ラ
と
し
て
、
光

の
源
の
神
で
あ
る
と
同
時
に
、
一
分
身
と
し
て
ア
フ
ラ
・
マ
ズ
ダ
ー
に
従
属
す
る

よ
う
に
な
っ
て
、
さ
ら
に
最
高
神
が
脇
侍
神
（
ア
ム
シ
ャ
・
ス
プ
ン
タ
）
を
持
つ

よ
う
に
な
る
と
、
ミ
ス
ラ
神
も
ス
ラ
オ
シ
ャ
、
ア
シ
を
脇
侍
神
と
す
る
に
到
り
、

そ
の
両
神
が
後
世
の
密
儀
に
お
い
て
、
カ
ウ
テ
ス
と
カ
ウ
ト
パ
テ
ス
と
し
て
現
わ

れ
た
、
と
説
明
さ
れ
る
（
（（
、
（（
頁
）。
な
お
ク
シ
ャ
ン
朝
（
（
─
（
世
紀
）
の

話
だ
が
、
Ｍ
・
ボ
イ
ス
氏
が
、

東
バ
ク
ト
リ
ア
の
ス
ル
フ
・
コ
タ
ル
と
い
う
丘
の
上
で
は
、
ク
シ
ャ
ー
ン
朝

初
期
の
大
聖
所
が
発
掘
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
二
羽
の
大
き
な
鳥
の
飾
り
が
あ

る
石
の
ベ
ン
チ
の
よ
う
な
祭
壇
と
、
大
量
の
木
炭
が
あ
る
建
物
が
発
見
さ
れ

た
の
で
、
そ
の
な
か
に
は
、
火
の
寺
院
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
（
同
氏
注
（
（（
）
前
掲
書
168
頁
）
注
目
さ
れ
る
。
な

お
そ
の
二
羽
の
鳥
の
図
像
は
、
安
田
治
樹
氏
「
ス
ル
フ
・
コ
タ
ル
遺
跡
─
ク

シ
ャ
ー
ン
朝
の
特
異
な
宗
教
的
遺
構
」（『
仏
教
芸
術
』
179
〈
昭
和
（（
（
一
九
八

八
）
年
（
月
〉）
口
絵
（
な
ど
で
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

（
（（
） な
お
影
山
悦
子
氏
は
、
Ｅ
・
ド
ゥ
・
ラ
・
ヴ
ェ
シ
エ
ー
ル
氏
や
吉
田
豊
氏
の
名
を

上
げ
て
、
マ
ニ
教
と
の
関
連
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
同
氏
注
（
（（
）

前
掲
論
文
（（
─
（（
頁
）。

（
（（
） 影
山
悦
子
氏
が
Ｐ
・
リ
ブ
ー
氏
の
説
を
上
げ
、
安
伽
石
床
の
門
額
（
図
五
参
照
）

な
ど
に
頻
見
す
る
、
半
人
半
鳥
の
神
官
（
パ
ダ
ン
を
付
け
て
い
る
）
は
、
ス
ラ
オ

シ
ャ
の
使
い
と
し
て
の
雄
鶏
で
あ
っ
て
、
四
神
の
一
の
朱
雀
と
深
く
関
わ
り
、
徐

顕
秀
墓
の
門
額
（
図
二
十
三
）
と
安
伽
石
床
の
そ
れ
（
図
五
）
と
を
比
較
し
て
、

拝
火
壇
の
両
側
で
そ
の
世
話
を
す
る
神
官
（
人
。
影
山
氏
は
図
（
と
し
て
、
ム
ラ

ク
ル
ガ
ン
出
土
の
オ
ッ
ス
ア
リ
の
写
真
を
掲
げ
ら
れ
た
〈
（（
頁
〉）
の
図
像
と
徐

顕
秀
墓
門
額
の
よ
う
な
、「
朱
雀
が
獣
面
の
両
側
に
立
つ
図
像
と
が
合
体
し
て
、

ソ
グ
ド
人
葬
具
の
半
人
半
鳥
の
図
像
が
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
」（
（（
頁
）
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
（
同
氏
注
（
（（
）
前
掲
論
文
（0
─
（（

頁
）。

（
（（
） 図
二
十
二
は
、
山
西
省
考
古
研
究
所
、
太
原
市
文
物
考
古
研
究
所
『
北
斉
東
安
王

婁
叡
墓
』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
彩
版
八
に
拠
る
。

（
（（
） 図
二
十
三
は
、
太
原
市
文
物
考
古
研
究
所
『
北
斉
徐
顕
秀
墓
』（
文
物
出
版
社
、

二
〇
〇
五
年
）
図
版
（
に
拠
る
。

〔
付
記
〕　

貴
重
な
図
版
の
掲
載
を
ご
許
可
下
さ
っ
たM

IH
O

 M
U

SE
U

M

に
対
し
、

心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。
特
に
様
々
な
教
示
を
惜
し
ま
れ
な
か
っ
た
稲
垣
肇
氏
の

学
恩
は
忘
れ
難
い
も
の
が
あ
る
。
な
ど
小
稿
は
、
深
圳
市
金
石
芸
術
博
物
館
に
よ
る
北

朝
文
化
研
究
事
業
の
一
環
で
あ
る
。

（
く
ろ
だ　

あ
き
ら　

日
本
文
学
科
）

二
〇
二
三
年
十
一
月
十
三
日
受
理




